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μ カ ケダマ"について

= 民

1弓 木

(宮士只殊研究部)

I~~ 4久

i兵揚げされたアコヤガイ真珠のなかには、冥珠居がー部分に沈着していない

異常真珠がしばしばまじっている(図 1)。 本論文では、これらの異常哀珠を

“カケダマ"と仮称することにする。

@3161sj争I

図 l ヵヶ 〆 マ

片面の真珠庖が広くてきれいな “カケダマ"は、冥珠屈の欠損部を整形する

と、半門真珠か、または弘球体の真珠 (threequarter)として販売できるが、

片面の真珠屈が狭くてきたない “カケダマ"は、販売できない。これら “カケ

ダマ"の出現は、哀おjc養殖業者!ととって好ましくない。

今回は、 “カケダマ"に関するいろいろなこ とを報告し、 “カケダマ"出現

防止のための参考に供したい。

1)-“力ケダマ"の出現状態

浜揚げ貝をていねいに切開して、 “カクダマ"の現状態を調べてみる と(図

2-A. B)、“カケダマ"の哀珠層欠損部には、多くの場合足糸が付着している

ことがわかる (図2-A・B-q。一般に養殖場ーでは、砕肉機にかけて哀珠を浜揚

げするため、付着していた足糸がその際脱落して、それらは図 1に示すような

“カケダマ"になるわけである。

図2-A.Bは、 “ふくろ"の施術部位で “カケダマ"が形成されている状態

を示した 1例である。同図に示すように、足糸'':1:収足筋側に付着しており、 そ
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の端部は足糸坑を経て、体外にでて、他物にひっついている。 “うかし"の施

術部位から出現してくる足糸付きの “カケダマ"も、その足糸の付着位置は、

やはり収足筋側である。

A 

r 

図2 “ふくろ"の施術部位で形成された “カ
ケタ~. -=? "のl十1現状態 (A. B)と“カケダ
マ"に足糸が付活している状態 (C)
A:右mllからの観務 B: I復仰|からの観筏
d :足糸 f 足音!I pl:“カヶ〆マ・'の兵
珠~i沈前部 r 収足筋

“カケダマ"には、普通

多数の足糸が太い}jミとなっ

て付着しているが(図 2-

C)、なかには1・2本の足糸

がわずかに付着しているも

のもあれば、まれには足糸

がまったく付着していない

ものもある。足糸が付着し

てない “カケダマ"は、付

活していた足糸が採集直前

に脱落してしまったものか

あるいはもと もと足糸が付

着していなかったものであ

る。足糸が付着してない

“カケダマ"は、“ うカ通し"

の施術部位から出現する こ

とが多い。

“カケダマ"の出現率は、

挿核技術の巧拙によっても

異なり、 t中核サイズによっ

ても異なってくる。 “カケ

ダマ"の1:1¥現不は、一般に、

大珠 ・中耳1;で高く、小珠 ・

屈珠では低い。

2). '・ケケダマ"の構造

多数の足糸が太い来とな

って付37fしていた “カケダ

マ"では(図 2-C)、その

足糸をもぎ取ると、ti珠層

の出ff部とクこ在i部との境界にl士、茶潟色または淡褐色の異質肘が リシグ状に露
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出してくる(図1)。それら異質陪は、 l~'l界部付近シのt~珠袋上皮から分泌された

殻皮陪か、または稜柱庖である (図3-D)。“カケダ マ"の断面をみると (図3

-A. B. D.)、境界都では、立珠袋から分泌された殻皮層 ・稜柱居または民珠層

が、段ちがいにでこぼこ状に形成されている。このこ とは、ある時期にはそれ

らのi'1珠構成物質問が足糸の上側をおおって形成されており、ある時;j切には反

対に、足糸がそれらの立珠構成物質院の上側に形成されていたことを示してい

る。

図3 “カケダマ"の構造
A:兵妹。悶の沈諮が施術直後から部分的にかけている “カケダマ"の断面保。

B:其珠府の沈沼が兵珠形成の途rj.，から部分的にかけている “カケ〆."，"の断面

{象。 C:A・B2.{ffiの “カ ケ〆マ"が出現する';'(IJ合を示した同形グラフ。

D;“カヶ〆マ"に足糸が付指している状態を示した断面i匁。 D図の標本l士、硝酸
脱灰後のミクロト戸ム切片であるから、形がややいびつになっている。 d;足糸

n: A珠核。pe:殻皮肘。 pl:r~ちH"ìo pr:綾住問。

- 3ー



“カケダマ"には、真珠閣の沈若が、施術白後からかけているものと(図 3

-A)、真珠形成の途中からかけているものとがある(図 3-B)。すなわち、

前者の多くは、施術試後に真珠核の表面に直接足糸が付着したものであり、後

者の多くは、施術貝の養成中に一度形成された真珠層の上に2次的に足糸が付

着したものである。施術直後から真珠核の表面に直接足糸が付着していたもの

では、足糸が11荒していた真珠核の表面が溶解していることが珍しくない(図3

-A)。
“カケダマ"における真珠層欠損の発現時期は、 107倒体の標本について調

べた結果では、 67.3%(72個体)が施術直後からであり、残りの32.7%(35個

体)が哀珠形成の途中からであった(図3-C)。すなわち、 “カケダマ"の多

くは、施術註後に足糸が誼接~珠核に付着Lたことによって、施術直後からそ

の異常性が発現していたことになる。

3).“力ケダマ"の真珠袋

“カケダマ"が出現した周辺の組織を10%ホルマリン液で固定し、パラフィ

ン切片、デラフィルドのへマトキ v9ン・エオνン染色を施して検鏡すると、

図4に示すような組織像が観察される。

“カケダマ"の真珠袋は不完全である。すなわち、一部には正常な翼珠袋上

皮がみられるが、一部には層状筋肉葉部ないしは足糸線、の内控墜に由来する上

皮組織が形成されている。

図4← Aは、足糸付潜の“カケダマ"が出現した全周辺の組織像であって、

足糸付着部のと皮組織が層状筋肉葉部の内腔壁の上皮組織に由来していること

をあらわしている。層状筋肉葉音[5の内腔壁に由来している上皮組織が真珠袋上

皮と異なっている点は、上皮組織がνワ状であって(図4-A1)、光学顕微鏡下

で明らかに認められる長い繊毛がと皮細胞の遊離縁にみられ(図4-A1・A2)、

空胞状の細胞やエオνシ好性の頼粒をふくんだ小型の腺細胞が上皮中に多く介

在していることである(図4--A1・A2)。 ますこ、その上皮細胞の染色性は、真

珠袋細胞のそれに比べると、一般に弱い。足糸は、その上皮組織に援していた

部分に形成されていたことになる。

層状筋.肉葉部の内腔壁に由来している上皮組織と、外套膜片(以下ピースと

略す)に由来している真珠袋上皮との境界には、ヒダが生じているのが普通で

ある(図4-A3)。 そして、その境界都における真珠袋細胞は、一般に背が高

い。細胞の背が高い境界部のその真珠袋上皮からは、殻皮層や稜柱層が形成さ

れていたことになる。正常な真珠層を形成していた部分の真珠袋細胞は、極め
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図4
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て背が低い(図4-A4)。

“カケダマ"の は、ときとして、足糸腺の内腹壁に由来した

上皮組織が形成されていることがある。そのと皮組織が足系腺の内腔壁の上皮

由来している場合には、ヘマトキνリγに好染ずる大型の腺細胞がその

よ皮豆一ドに群体となって付随しでいるから、哀珠袋ヒ皮と異なる点がi明らかで

ある(図 8を参照)。 その上皮組織に援している部分には、むろん察珠構成物

質は形成されず、足糸も形成されていないのが普通である。

4).足糸線と層状筋肉葉

上述の如く、 “カケダマ"の冥珠層欠損['¥{Sには、足糸腺ないしは層状筋肉

部の内}J主壁にr11来した上皮組織が形成さわしている。つまり、 “カケダマ"の成

悶は、それら器官の上皮組織が翼珠核または莫珠の周辺に形成されたことであ

る。ここでは組織切片を作って、それら器官の解剖学的観察を行なうことにす
『

00  

左右の収足筋が合ーしている部分の中腸線側には、~又足筋に接続した一対の

袋状の器官があって、それを足糸腺と呼んでいる(図5---A1. j笹野、 1952)。足

糸腺の内部は中空になっている。

また、在右の収足筋が合ーしている付近から足部にいたる前収足筋の内部

は、組織が層状になっていて、その部分の器官を層状筋肉葉と呼んでいる(1iZ1 

5-A1. A2.樵野、 1952)。 そして、層状筋肉葉における各層状組織の払いだ

には、すき間があいている。本論文では、足糸!浪内部の空洞や!書状筋肉

すき間を“内腔"と呼ぶことにする。

2つの足糸線の内陸は、おのおの口部が、左右の収足筋合一部で、用状筋肉

2つの内腔にそれぞれ連絡している(図5-A1)。 そして層状筋肉葉部

の各内胞は互に相連絡し、足部の足糸坑に通じている(図5-A2)。 つまり、

足糸!恨の内士、層状筋肉葉部の内腔を経て、足部の足糸坑に通じていること

になる。

足糸腺の内!J宝壁は、 で構成さわしている(図6-A・B)。 そのJ二皮中

には、空胞状の細胞と、エオνン好性の頼粒をふくんだ小型の腺細胞が介哀し

ており(図6-B)、その上皮直下には、へマトキジリシ好性の大型の腺制砲が

多数付随しているのが話通である(図6-A・B)。

層状筋肉葉部の内腔援も、繊毛上皮で構成さわしている(図 6-D)。 層状筋

肉葉部の内控壁を構成している繊毛上皮は、足糸線のそれに比べると、

細胞の背が低く、その1:皮直下には、足糸腺でみられたようなへマトキ νリγ
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図5 アコヤガイの解音1]図。

A:アコヤガイの貝殻をはずした全軟体部を右{fIJJからみた様式闘。 A1: A図に

示す破線(←1)を通る左右方向の縦断面を前方からみた解剖j図。 A2:A図に

示す突線("2) を通る左右方向の横断面を腹{~Ijからみた解剖図。 a 閉殻筋。
b:足糸。 bg:足糸腺ゥ Ic:内総。 oc 外紙。 f:足部。 g:生殖腺。 gf: "ふ

くろ"の施術部佼にあたる生殖腺。 gu. "うかじ'の施術部位にあたる生殖線。

i : 1場管。 ai 腸管上昇部。 di:腸管下降官官。 1m1:1収足筋内の!国状筋肉葉部。

m 外主主膜。 mg:中腸版。 r 収足筋。 1r: ;左側11又足筋。 rr 右側!収足筋。

upr 1[7_足筋合一部。 s 問、 wb:足糸坑援。

好性の大型の腺細胞が少ない。エオ νン好性の頼粒をふくんだ小型の腺細胞や

の細胞は、足糸腺の場合と同様に、そのJ二}支中に介在している。図 6

Eは、層状筋肉葉部の各内陸が、互に相連絡し、足部の足糸坑に通じている状

態をあらわした組織像である。

層状筋肉楽部の各内腔とそれに接続した足糸坑の内{\~IJには、エオ ν シ好性の

足糸が形成されているが(図6-C・D.E)、足糸腺の内陸の内側には、足糸化

された物質が認められないのが普通である(図6-A.B)。 すなわち、アコヤ

ガイの足糸形成に関係している主要器官には、足糸線・層状筋肉葉ならびに足
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図6 足糸線 (A.B)・限状筋肉祭 (C・D)ならび;乙足糸坑自主付近 (E)の組織{象。

b:足糸， bg .足糸線。c:上皮乃遊絡会，こみられる織ち。 ecb 足糸浪乃上皮

細胞。 ec1:問状筋肉奨の上皮細胞。 f:足部。 gc:足糸腺の上叉直下にみられ

るへマトキシリン釘性の大型の腺細胞。 1m1:問状筋肉襲。 r 収足筋。wb:足

糸坑盟主

- 8 -



糸坑壁の 3つがあるが、足糸形成に直接関与している器官は、居状筋肉葉とそ

れに接続している足糸坑壁であって、足糸院は足糸形成に直接的には関与して

いないようである。

5).足糸腺または層状筋肉葉が ι力ケダマ"の形成に関係す

る状態

ここでは、 足糸腺または層状筋肉業が真珠形成におよ~す影響を組織学的に

調査し、挿核施術時にそれら器官を破壊すると、 “カケダマ"になる可能性が

高いことを明らかにした。

この調査は、パラフ イシ製の真珠核を用いて行なった。挿核施術は、それら

器官にその冥珠核が接着するか、あるいはそれら器官に傷害が加わる ように作

為的に行なった。そして、それらの施術貝を施術後適時採集して、足糸腺また

は層状筋肉葉が真珠形成におよほす影響を組織学的に調査した。

A). 足糸眠

図7 足糸腺の外側に援箭した位
置でも正常'な真珠が形成さ
れる可能性があることを示
しTこH列。

bg‘足糸服。 n・〆ラフイ

ン製のn殊核。 pl: J1珠図。

挿入された真珠核が足糸腺の外側に

接着しているだけならば、その部分の

真珠形成には、足糸腺の影響による異

'常性があらわれないようでゐる(図7)。

しかし、 挿核施術の際に、足糸腺を

l波咳ーした場合には、以下述べるように

真珠形成に影響があらわれて、 “カケ

ダマ"になるこ とがある。

足糸腺の組織が破けて、その内腔壁

に直接冥珠核が接着している場合に

は、施術後まず、足糸腺全体の組織が

冥珠核にiOって広がり(図8-A)、足

糸l協の上皮細胞は、そのご哀珠核周辺

の組織上をさらに移動するようになる

(図8 B)。真珠核が完全に足糸腺の

上I.U且織にとりかこまれた場合には、

ピースが真珠核から分離され(図8-

C)、R珠核はあたかも足糸1J，'iiの内腔内

部へ挿入されたようになる。この場合

には、その真珠核は立珠にならない。
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図8 施術時に傷告をうけた足糸腺の組織が真珠核周辺の組織上を1Jjl長していく状態と

(A・B.C・F)、その足糸腺の上皮組織から尚された粘液状 (D)または限状

(E)の有機物が真珠核の表面に付泊している状態。

bg :傷出をうけた足糸線の組織。 eb:足糸腺の上皮。 m ピース。 n:ノミヲフ

イン製の其珠核があった位置。 ps:ピー Jえに由来する兵珠袋上皮。 ms 足糸腺

の上皮組織から出された股状の有機物。 vs:足糸版の上皮組織から出された粘液

状の有機物。
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足糸腺の内腔壁に由米している上皮組織に接着している冥珠核の表面には、

へマトキジ 9ン好性の粘液が被差していることはあっても、エオ乙/ン好性の足

糸がi皮若していることは珍らしい。もちろん、その上皮組織からは、真珠構成

物質の分泌がみられない。挿入された哀珠核が完全に足-*腺の上皮組織にとり

かこまれた場合には、粘液状(図8-D)または膜状(図8-E)の有機物がかぶ

さったものが浜揚げされる。それら有機物をぬぐいとると、 “ジラダマ"であ

る。

真珠核の一部には足糸腺の上皮組織、一部にはピースに由来する哀珠袋上皮

が形成されていることがある(凶8--F)。この場合には“カケダマ"になる。

なお一般に、この“カケダマ"には、足糸腺の上皮組織から足糸が分泌されな

いから、足糸が付若しないことになる。

B). 層状筋肉葉

左右の収足筋が合一している付近から足部にいたる前収足筋を破壊した場合

には、内部の層状筋肉葉も破壊されることになる。層状筋肉葉が破壊された場

合には、施術後まず、破i表された層状筋肉葉部の内腔壁全体の組織が真珠核の

周辺に広がり(図g-A)、その内腔壁の上皮細胞は、そのご真珠核局辺の組織

上をさらに移動するようになる(図9-B)。

その)曹状筋肉葉部の内腔壁に由来する上皮組織からは、足糸が翼珠核の表面

に分泌される(図g-C)。挿入された真珠核が完全に層状筋肉葉部の上皮組織

にとりかこまれた場合には、真珠核が足糸にとりまかれたものが影成される

が、それらの多くは、養殖中に足糸と共に脱出してしまう。翼珠核をとりまい

ているその足糸をぬぐいとれば、 “νラダマ"である。

票珠核の一部には!官状筋肉楽部の上皮組織、一部にはピースに巾来する冥珠

袋上皮が形成されていることがある(閲9-D)。足糸が付荒している代表的な

“カケグマ"は、このような.[;g合に形成される。

なお、層状筋肉架部に傷害を与えた場合には、傷害をうけた層状筋肉葉部の

組織が熊死をおこして、脱議することがある(図 9-E)。 このような場合に

は、そのご、それら脱燕組織を包含するように真珠袋上皮が形成されるか、 2ら

るいは一部残存していた憎状筋肉葉部のと皮組織がそれら脱落組織をとりまい

てしまう。それら脱落組織をとりまいている上皮組織が真珠袋上皮であれば、

殻皮層が多量に分泌されて、 “コブνダマ"(黒色異形翼珠)や“数皮層冥珠"

が形成されることになる。またその際、一部には層状筋肉葉部の上皮組織、一

部にはピースに111米する真珠袋上皮が形成されるときは、それら脱落組織をふ

くんだ“カケダマ"か形成されることになる。
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図9 施術時に傷告をうけた凶状筋肉薬部の組織が、兵珠核周辺の組織上を仲良してい

く状態 (A.B)、 その上皮組織から足糸が分泌されている状態 (C・D)、 な

らびにその彼傷出組織が峻死をおこして脱落していく状態 (E)。

b:足糸。 el 問状筋肉業部の上皮。 Iml:傷留をうけた問状筋肉業部の組織。

n 〆ヲフイン製の兵珠核があった位fi'l， ntl :唆死をおこして脱落していく附状

筋肉薬部の組織。 pe:殺皮問。pl:兵珠肘。 pr 稜柱居。 ps:ピースに由来す

る真珠袋上皮。
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以上は、)習状筋肉莱に傷害を与えた場合の結果であるが、足糸坑壁に侵害を

与えた場合も、その結果は同様であろうと忠われる。

6).“カケダマ"の出現防止対策

以上述べたように、 “カケダマ"は、足糸i涼・層状筋肉葉または足糸坑壁な

ど、足糸形成に関係している一連の器官の一部のと皮綴織が、傷害をうけて、

挿入された真珠核または養殖中の哀珠の一面に伸長してきた場合に形成される

ことになる。したがって、 “カケダマ"の出現を防止するためには、開核施術

の際に、それら器官に傷害を与えないことである。また、施令Itr貝の養殖中に、

足糸を強引にもぎとって層状筋肉葉部の組織に傷害を与えることもよくないこ

とである。具体的には、次のようにするのが“カケダマ"の出現を防止するた

めに望ましい。

A). 施術用母員の状線をえらぶこと

挿核施術には、分泌されている足糸本数が、少ないかあるいは全くない母貝

を用いるのがよい。

分泌されている足糸本数が多い母貝への挿核施術は、層状筋肉葉部が肥大し

ているから、施術部位を切開する際や挿核する際に、層状筋肉葉部の組織に傷

害を与えてしまって、 “カケダマ"にしてしまう可能性が高い。だからといっ

て、挿核直前に、その太い足糸をピンセットなどではさんで強引にもぎとった

としても、層状筋肉薬部の組織がそのとき破壊されてしまって、やはり“カケ

ダマ"になる可能性が高い。

つまり、足糸の太い母員は挿核施術を行なうのに不適であるということにな

る。足糸本数の少ない施術用の母貝を作るためには、あらかじめ十二分な母民

仕立を行ない、足糸本数を少なくし、さらには施中j\f3~5日前に“足糸切り"を

行なって足糸を排除させておくのがよい。

B). 掃核施衡の際には、足糸腺・層状筋肉葉ならびに足糸坑壁をぎずつげな

いこと

先導器(施術用のメス)で挿核部位の道付けをする際には、足部の“切り口"

を浅く切り、収足筋上部の“挿核道"を浅くはぐように切り開く注意、が必要で

ある。なぜならば、足部の

坑壁をきずつける危険性があり、収足筋上部の“挿核道"を深く切った場合に

は、その直下の収足筋をきずっけ、ひいては収足筋内部の層状筋肉棄を破壊す

る恐れがあるからである。また、 “切り口"や“挿核道"を探く切ることは、

“カケダマ"の出現防止の意味だけではなく、挿核操作も困難になり、母貝に
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対しても強いVヨツクを与えるからよくないものと思われる。

また、真珠核がおさまる挿核部位を切開する際には、 “うかし"・“ふくろ"

いずれの部イ立を切開する場合でも、収足筋や足糸線にきずがつかないように先

導器を使用する注意が必要で、ある。もちろん、挿核する際も、それら器官にき

ずがつかないように真珠核を挿入しなければならない。

挿核部位の道付けをする際や挿核する際に、収足筋にきずがつかないように

するためには、反対側の中腸腺(肝臓)や腸管に傷害を与えない限りにおい

て、収足筋ーからできるだけ離した位置に挿核するようにこころがけるのがよい

であろう。収足筋からやや離れた位置に挿核することは、 “カケダマ"の出現

防止の意味だけではなく、 “突起真珠"の出現防止のためにも、望ましいこと

である(青木、 1957)。

また足糸腕、にきずがつかないようにするためには、 “うかし"入れ施令官の際

に、真珠核をあまり深く挿入しないことである。足糸腺をきずっけないこと

は、 “カケダマ"の出現防止の意味だけではなく、 “νラダマ"の出現防止の

ためにも、望ましいことである。

C).施術員の聾成中は、足糸を強引にもぎとらないこと

施術後、養生筏から本筏へ施術貝を移摘する際には、できるだけ足糸を切りと

らないように扱うのが望ましい。その際、やむをえず足糸をはずさなければな

らないときは、刃物などで、ていねいに切りはずす位の注意が必要であろう。

その際乱暴に足糸をもぎとると、足糸腺ないしは層状筋肉葉部の組織が傷害を

うけて、 “カケダマ"になる可能性がある。

施術貝の貝掃除の際に、足糸をはずすときは、刃物などで、ていねいに切り

はずして、強引にもぎとらないように注意すべきであろう。その際、太い足糸

を足糸根から根こそぎもぎとった場合には、足糸臨ないしは層状筋肉葉部の組

織が傷害をうけて、せっかくの良質真珠が 2次的に“カケダマ"になる危険性

が多分にある。

参 考 文 献

青木 駿 1957.真珠養殖における挿核施術に関する研究。1.挿入され

た核がl収足筋に援した場合について。国立一真珠研報、2: 113. 

椎野季雄 1952.あこゃがい(真珠貝)解剖図。三重水試。
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濃塩水による貝殻寄生虫の駆捻について (3)

(濃壌71<.浸漬による付着物の除去と、

その成育に及ぼす影響について〉

脇 専一・山口菊男

(三重県真珠貝養殖漁業協同組合)

38年10月本組合が中心になってこの事業を実施して以来一年になるが、未だ

々の傘下母貝生産業者にも一部を除き実施きれないのは、母貝の艶死及び成

長に影響するのではないかという心配と同時に、駆除事業を実施したというこ

とにより「あそこの貝は駆除をしなければならない程寄生虫が沢山いる」とい

うことを宣伝するようなことになることを心配し、その実施に踏切れないのが

現況のようである。

それで、本年春以来この処理が莫珠貝殻付着物除去(貝掃除、寵掃除も含め

て)に役立ち、その副産物として寄生虫の駆除が出来ないかというように吾々

も考え直し、先自の会報(第三巻、第二号)にも述べたように、年何回浸潰す

れば貝掃除の目的が達成できるか、そのために母貝の成育に与える影響はどう

か、又寄生虫の駆除がどの程度できるものか等について試験した。尚結果の調

査については国立真珠研究所の水本技官にお願し、ここにその調査結果がまと

まったので御報告し今後御指導御批判を賜りたい。尚この資料調査については

終始御支援を賜りました国立真珠研究所に深く感謝するものである。

I 試験の概 要

試 験 の 図 的 : 1) 浸漬回数(時期も含め)と寄生虫(ポリキーター)の

死滅率

2) 濃塩水浸漬の成長に及ぼす影響

3) 付着物に及ばす影響

試験場所:五ケ所湾

供 試 貝 : 38年度 (2年貝)母貝800掛 4.69g 1000貝

5月24日現在に於て養殖中の最低のものをもちい、全部石

付式養殖のもので化繊チョチン龍に 1寵25貝収容のもの l
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処理操作要領

吊4段として 2吊 (25入X4寵X2=200貝)を1試験区とし

て、越冬後貝掃除を行わないものを用いた(尚この内試験

結果の調査に供したものは上2段の寵に収容のものを用い

た)

1) 空中露出……30分 1(i主) 貝に白から閉殻させる操

2) 海水戻し・υ … 5分ト作で濃塩水浸漬の際濃塩水が貝

3) 淡水浸漬……10分 Jに入って賂死するのを防止する

4) 濃堪水浸漬……20分

5) 陰干し・・…20分

6) 筏に懸垂(いずれも箆のま L処理)

試験実施時の状況

一一一一一一一一

第 2回浅漬 第 3回浸i資 第 4閉浸漬

6月11日 7月11日 9月29日

曇.18-20oC 晴 - 26'C 購.19.9'C 

200C I 260C お。C

口問干上昇 I24.5--725. Ooc 20.5→21.0oC 

I 335:!~ 
海水l.e

(A) 5.6.7.9の各月飽和食塩水没渓(越冬以来貝掃除なし)

(B) 6.9 の 汐 (6月以後貝掃除なし)

(C) 7.9 の 11 (7月。)

(D) 7.9 の各月飽和食塩水の%濃度に浸漬 (7月 9 

(E) 対照貝、 5.6.7.9の各月いずれも通常のもの向様、出刃による貝掃除を実施しその

都度籍の入換

ハむ



E 調査結果

試験した調査結果については、正確をきすため国立研究所水本技官に依頼し

たので‘以下水本技官の調査結果による。

昭和39年10月 5 日 ~7日、供試買を調査した結果は次のとおりである o

A) 供試貝中の隈病貝(ポリキーターによる損傷貝)の率

表 1 供試貝の擢病 率

擢病貝 率 %健燦貝 主転 % 

(1) 5.6.7.9月処理(飽和) 50 15 30 35 70 

(2) 7.9月 ~ ( 11 ) 52 28 54 24 46 

(3) 6.9月 1/ ( 11 ) 49 28 57 21 43 

(4) 7.9月処理 (%濃度) 町 28 56 22 44 

(ら)対 昭 貝 51 28 55 23 45 

285 ! 127 (50.4) 125 (49.6) 

註擢病貝 貝殻内面iと薬常隆起、有機質の分泌物等の認められるもので、きわめて小

さなものでもこれに含めた。

健康貝:内面に全く異常のみとめられぬもの。

供試貝の擢病王将は(1)の5、6、7、9月 (4回処盟)の処理貝を除き55%前後で

ほ Y間ーである。 (1)は他に比し低率であったが、これは処沼田数が多く、ほ三、

1ヶ月毎に行っ?と結果によるのではないかとエ与えられる(表1)。

fi病個所の分ギliv;よ処JA7!U全体を通じで、左殻に多く、また部位としては中央部

に多い傾向がみとめられ、これらの侵入拠点は蝶番帯の溝からのものが多い。

喜美2 処理別母貝の病害患者11の大きさ

~病害患部の大きさ1_1竺50 (II士一I___QQ:::100__¥虫)_I_l盟旦よーはじ
処理81J-ーー一一一一一一一J仮! 数 1 % 1個 数 I % 1個 数 1 % 

(1) 5.6.7.9月処理(飽和)! 331 90121 5 1 2 1 5  

(2) 7.9月。 (~ ) i 25 1 80 1 4 13 2 I 7 

(3) 6.9月 11 (11)1131721 4122111  6 

l(4)79月。伽%)i38 1 苅 |5110;6!12l

(5) 対照貝 ;371 叩 (3I 7 i 1 I 3 I 

円
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病害患部の大きさを現わず一応の尺度として、患部の畏さ、「hを測定しこれ

の積をもって表わし、各処理別の患部を示すと表2となり、大半のものが小さ

なブリスターであるということができる。

また貝 lケ当たりの隈病個所をみたのが表3で、供l所 lのものが大半を占

め、最も多いもので個所3であり、 3年貝以
表 3 寵病個所数による母貝の

区分け
上のl高年貝に比べて貝 1ケ当たりの数はかな

り少ない。

B) 病害患部の駆虫効果

各処到!別慌病良の患部内における侵入虫体

の状況は表4に示すとおりである。

まず処3:1]1貝と対n改良とを比較して、食塩水

よって明らかに駆虫効果が認められて

いる。とくに(1)の5、6‘ 7、9月の 4回処五liの

IB:貝v<:、けんちょな駆虫効果がみとめられ

ずこ O

表 4 病害恵、音[1内の虫体の状況
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なお今回の駆除試験を、きおうの 3年貝を対象とした駆除試験成績とについ

て対比すると、駆除効果はかなり高いようである。このことは 2年貝では 3年

貝に比べ貝殻がうすいため虫体の孔道があさく、大方のものは完成されたブリ
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スターとならず、泥管の%以上が貝殻外側の鱗片状突起問に露出しているの

で、食塩水の虫体接触が容易であるためと考えられる。

c)食塩水処理が母貝の成長におよぼす影響

各処理別毎の母貝について殺高、重量を測定し、処理貝クソレープと通常方法

により飼育した対照貝とを比較すると表 5のとおりとなるO

(1) 5.6.7.9月処現(飽和)

(2) 7.9月 。(グ)1. 

(3) 6.9月 II (11) 

(4) 7.9月 。(% ) 

(目)対照貝

各処:Flll貝と対照貝 (5、6、7、9月の 4回貝掃除と龍交換を行なった)との平

均殻高、重量を比較すると、食塩処理を行なったグゾレープの方が殻高、重量と

もに大きく、対照貝より成良がよいといえよう。

註:処理別に平均殻雨、重量を統計的に処渡し、殻高、重量等の大きさの差の

検定を行ったところ、両者の問には大きさに於いてきわめて有意の差が認

められた。!殻高における順位はけいは)>(2)ニ (3)>(5)となる。

なお処理、対照貝の外観的な観察では、一見して鱗片状突起の伸びが処理貝

に於てけんちょに日立っており、このことは左殻々表において著しい。

以上のことから食塩水没演処躍がほ貝におよぼす影響として、とくに懸念さ

れる成育問答については全くみとめられず、かえって対照貝より大きさにおい

て去がみとめられることから成長が良いという結果となっている。

このように食域処班員の方が成育が良い結果を示した原因については、いま

だ推察の域を出ないが、まず食塩処理ということ自体が成長の促進に関与して

いるとは考えられず、母貝成育の条件から考慮した場合、とくに付芳生物の多

と、これに併なう潟水の流通の良否等が母貝成育に影響しているのではない

かと 5与えられる。すなわち食塩水処理により殻外面の付潜物は、その殆んどが

死滅するが、これらの死がいが殻国より完全に崩解、悦去するには1O~15日て

いどの時間を要する。結局この間は付着物にとっては付着きばんとならず通常

の貝掃除に比べて、掃除された時間が延引された形となって付着生物量の減少
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をもたらす(このことは母貝の容器についても云える) L、他面殻表面に受け

る外的衝撃は殆んどないと云える。

一方従来よりの出刃による掃除では付A着物を排除したときから着棲きばんを

提供する形となっておりまた食塩処迎に比べてより強度な外部衝撃をうける訳

である。このような結果として、両者の間には付若生物量の楚や、外的衝撃に

もとづく生理的な良百、そして付斎量の違いによる海水流通の良否等があらわ

れて、これらが註接、間接的にほ貝成長に影響を与えているのであろうと推察

される。

直考 察

以と真珠研究所水本技官の調査結果を一言にまとめていえばー処旦日貝数が多

い程、寄生虫による限病率は低く、その成育は 4~20% もよかった。又5， 6 、 7 、

9 )~の 4 目処湿したものは、越冬以来~)支も上1:\刃による貝掃除(龍掃除も含め

て)を行わずにすんだ。他の 2目処理のものも、濃砲水引責したIJ1;合はいず

れも出刃による貝掃除は行っていない。

このように、処理することによりよい結果が得られ一石三烏の結果が得られ

たので、初めに述べたように、更に考え方を飛躍させて、現在養殖中で最せ手

数のか Lるものとして貝掃除(能掃除も含めて)があげられているのが、この

処理には以上の結果からみても決してマイナスの要素がないので、この処理で

実施しているうちに、いつのまにか寄生虫が少くなったと云うような結果が近

い将来に現れるのではないかと期待しているのは一入者々どけであろうか。

そこで以上のようになるには話しが少々甘過ぎるのではないかと心配される

ことと思う。そこでこの処理に伴なう経費、能不等について吾々の経験から少

しふれてみたい。

濃塩水処迎経費の算定恭礎一例

各経営体の人員構成、J:l¥Jち男子 l人女子2人を考慮した場合、処理濃塩水の

容量は弘トシが最も経済的でめるため、計算の基礎を男子 1人、女子2人で弘

トシを基準とした。

。食塩

( @20円…小売価格
1キロ { 

l @15円… 1トンを一括購入する場合に限り公社庭先渡しが 1トンに

っき15，000円
錨和食塩水の場合 (Vzトシの海水には、 467.5kgの食塩がいるから)
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{山X2昨 3，350円 (A)

167.5 x 15円 ~2 ， 713円…(A')

飽和食塩水の%濃度の場合(弘トシのすJj7J¥l'C ~士、 112kgの食塩がいるから)

{町制=2，240円 (B)

118'>(15円 =1， 680円… (B')

O 労賃

男子… @850円… l名 ) 
}計1，850円…(c)

女子… @500円… 2名 1， 000円 ) 

。処理能力(貝数)

弘トン水槽に 1回テョクチン詰40個が没漬でき、 l箆30貝収容として 1回

1， 200貝

1日10回処理 12，000貝…… CD)

(注) 海水を使って処理濃塩水を作るときの食塩溶解量

(真珠研究所水木)

1 チト l 斗 l 石 1 トン

60311 6.03kg 60.3kg 335kg 

160匁 1〆600匁 16〆 89〆

40311 4.03kg 40.31怒 2241沼

l〆100匁 l〆100匁 11〆 60〆

処 理 操 作 時 間 関 一例

8.35 

9. 10 

9.45 

10. 20 

10.55 

1貝当り経費
A+C 

(1) 飽和で20同/lKの食塩…・…… '-I)=-=0.43円

A'+B 
(2) 11 15円/lK 11 ……一…I)---=0.36円
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B+C 
(3) 飽和の%で20悶/lKの食塩・・…---1:了-=0.34同

(4) 。 B'+C 
15月IlK 11 ・…リ万一 =--=0.29円

以上のようにキロ当り最も高い20円の食塩をもちい、飽和食塩水で処理した

場合でも、その経費は l貝当り 0.43円となり、これを男子 l人、女子2人の経

営体(母民生産者対象)に l戸当り 120，000貝の母貝を養殖するとき、年4回

の貝掃除(箆掃際も含む)が必要とした場合その経賞Jを考えでみると、 l日処

1t8.ごとに毎回その濃塩水をとりかえたとして(この使用限度については後で述

べる)
(1日弘トンの飽和食塩水の塩fi;・"3，350円 ) 

1日分経費¥- '..~ ~ --'.-.~ -'-'~=: '::.'- ~~=~:. ~-~~(計5， 200円
(人件費、男子1名850円、女子2名1， 000円…1， 850円)

であるから

1回分経費 5，200円X020，000貝ァ12，000貝)= 52， 000円

l年分経費(年4回として) 52，000円×ι208，000円

即ち、 1回処理に10日を要し、年間4回として延日数40日で 208，000円の経費

が必要ということになる。

これに対して、間経営規模で同貝数を処理するのに、従来のように出刃によ

る貝掃除(龍掃除を除く)を実施した場合を考えてみると

人件費…男子l人850円 女 子2人1， 000円)
1日分経費 } 計1， 850円

処理貝数…l人1， 500貝計4，500貝 ) 

1回分経費・"1，850円X020， 000貝-:-4，500貝)= 49， 9500円

1年分経費…(年4回として)49，950円X4回 =196， 800円

即ち、 120，000貝合1[iJ処王手ーするのに約27日を用し、 l年4回すると延にし

に108日を婆し199，800円の経費となる。これには箆掃除等が含んでないがこの

日数とこれに要する人件費とを考えると、ほとんど濃塩水処理と間在日か、ある

いはそれ以との経費になろう。このようにみた場合、なるほど金額からみると

あまり差がないようであるが、議塩水処理の場合は日数がわずか40E1で貝掃除

と同時に寵掃除もできるのに、従来の出刃による貝掃除は108日も日数を要し、

尚詰掃除の日数が余分にかかることになる。この余;浴日数の68日を逆に他の労

働に使用した場合68日xl， 850円=125，800円の経費節約ということになり、又

濃塩水で処理することにより寄生虫が減少し、出刃による貝掃除より 20%もの

成育をみたということになれば、有712無形の利益を計算することは一人筆者の

みの我間引水であろうか。

以上の説明でもまだ心配されることは、今回の試験に鰐死貝についてふれて
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ないことであろう。何故艶死率について試験しなかったかについては、この試

験中奨死率が全くなかったことである。これは昨年この処理を実施し、又会報

(第3巻第2号)でもその処理操作要領の1~3で述べた操作を厳守することによ

り繋死が防止出来る。

濃塩水に浸潰することにより轄死貝が出る~話合は、議塩水が貝殻内部に没入

した時であろうと思われる。今迄幸子々が経験したことは水温lSOC(春け、160C

より)より 2S0Cの間だで健康貝でふれば(ナイロン通しのため孔をあけたもの

が完全に回復していない場合、何らかにより貝数が破損している等の場合を除

き)処玉里操作 1~3 をすることにより貝を閉殻させることができ探死貝をみる

ことはない。しかるに処理操作の(1)筏より上げて20~30分の禁中露出、再び

海水に 5分(気泡の停止するまで) (3)淡水に 5~10分の三つのことについては

奨死貝の防止に厳守されることが却ましい。

(註 吾々は試験のために(1)を30分、(引を 5分、 (3)を10分と正旅に実施した。)

然しなるほど貝掃除の問的もある程度達成出来るし、 もそれほど必要で

ないといえるが、今回試験L7'と漁場は比較的内謁で付着物のうちカキ、 プジ

ツボが少なかったのかも Lれないが、 カキ、 フジツボの非常に多い漁場もあ

る。このようにプジツボの付清が季節的に集中的にあり、奨死貝を見るような

j魚、場に於てどのようになるか、今後に尚問題が残るであろう。今回の試験でも

対照良は勿論、処fill貝にもカキ、ブジツボの付蒼が認められたが、その一部は

死滅しているが貝殻は残っていた。然し調査結果でもふれたように、出刃によ

り貝掃除したものは付斎基盤かすぐっくられるが、処湿したものは今迄付若し

たものが崩解、脱去するのに1O~15日か L るわけで、、その間はブジツボ、カキ

の付差がしにくいと考えられるが、処Jl_j]貝といえども付着は認められた。これ

が販売を対照としない 2年貝であったからよいが、販売i直周の 311三貝春にもう

一度処到し、更I乙処盟後1O~15臼頃にブジツボ、カキを除去しながら選別出待

するように考会え、試験貝の残りで追試実施中である。

又先に述べた濃塩水の使用限度についても今のところ解っていない。冥珠研

究会でも議論されたが、)例としてKトンの飽和合塩水で 8匁の貝で6，000貝

が限度でそれし以上使用するとpH(水素イオン濃度)の低下で艶死貝が出ると云

ふことをきいたが、真珠研究所等は、濃塩水にi受潰する前に貝を開殻させて貝

体内に濃塩水が浸入しないようにするのであるから、濃塩水中では生活(吸収

等)をしないと考えられ、濃塩水中に貝の付差物等が脱落腐敗してよほどの変

化を生じない限りよいのではないかと色々議論された。筆者もこの研究所の意

見をある漁協で本年 8 月水槽水温 2S~290Cで約対トシの同一濃塩水を 5 日間
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も反復使用し(この間付荒物の脱落は毎日すくい取り)緊死貝が出でいないこ

とを経験している。このような例もありその使用限度については、判明してい

ない。ただ処理操作(3)の淡水は、付荒物の脱落でそうとう汚れるため高水温時

は腐敗するから、毎日取りかえることが望ましい。

N む す び

以上は本年度春以米否々が行ってきた実験結果で、当初Jから重点的に考えら

れた真珠貝の成育に関係する事項、年間の適正駆除(処苅1)回数、実施時期及

び共の効果等について一応解答が出されたものと判断してよく、結果からして

あくまでこの処理は駆除であって予防(免疫)措置にはならなかったことか

ら、気象関係及び真珠貝健康状態等を充分考慮して、滋温水処理回数を多くし

貝掃除を実施する心組で、駆除効果を挙げて行くこるが最も望ましいことで、

そのことが企業経営上にも直接間援に効果を収めるものと考えられるO

此の実験は引続き一部をもって継続しているが、 9月塩水処理したものと10

月に従来通り出刃による貝掃除を行い同時に龍の交換を行ったものと比較し

て、筏に垂下のま L肉眼で一見しで判別できるだけ貝及び容器の付着物の差が

出て居る状態で、来年4月越冬中の差について重ねてこの会報で報告出来る機

会を持ちたいと考えている。

本県真珠養嫡事業の現況を改善するためには、先ず養殖関係者全員が協力し

て全面的に寄生虫を除くことか緊急、の要務と考えられる。各人が充分理解し努

力すれば現段階に於いて充分駆除効果を挙げつ L他面)部に経営の合狸化が推

進せられ真に一石二鳥を狙うことができると確信する次第であるが、:要は今の

ところ養嫡業者全員が真剣に本駆除要領を忠実に実行する以外に道のないこと

で、明春を待って一斉に実施せられんことを切設する次第である。
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4) 7.9月処理

(%減反)

1) 5.6.7.9月処理

(飽和)

2) 7.9月処理

(飽和)

3) 5.9月処理

(飽和)

5)対照貝

外観的観祭では、対照只 (5)に比較して、鱗片状突起の

や[1びが著しく 、特に 5、6、7、9月処理l(1) tなその伸びが

けんちょである。
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動力噴霧機による貝掃除の効果と

良にあたえる影響について

田 貞 (~ Jじi、

(間山県水産業改良普及員) (福}I'卵、水産業改良普及員)

水 本 同
月

ピトシ

(目立真珠研究所)

はしがき

h
ソ

トー白米叫叱
ー は多くの入手A と時間とをついやしておこなわれ、

作業といえばこの貝掃除であるといっても過言・ではなく、多大の'')Jカと時間と

を必要としてきたが、最近ではこの作業の省力化をけ、かる;窓際!から

(クリーナー)を使用する掃除作業が広く普及されている。この噴霧機を使用

すると、従来までの手動による貝1個、 1fl~lの椅除にくらべて付活物の除去効率

や、とくに単位労働力に対する処J1j1能力の点で格段の差があるため、入手不足

になやむ真珠養殖業者の間で急速な普及を見ている訳である。しかしこのよう

な利点のある反問、この機械が噴射7)(の尽力を利用して付?書物を剥隙除去する

という性質上、 11]:_flに対し強い î~iÍ撃をあたえることになり、鱗片状決起の剥離

や、ハナキの脱落をきたす<~J;l合も少なくないので、貝にあたえる悪影響につい

ていろいろ危倶されているのが実情のようである。噴霧械による貝掃除は今後

ますます広く利用されると予想されるが、使間に当たっては、このような貝に

あたえる障害などによりほ貝がどのような影響なうけるか、実際出における具

体的な資料を得ておくことは今後の「ド業にさいして是非必y，;な点、と考えられ

る。

さいわいにも今回治岸漁業技術改良Hf及員研修会の実技研修を国立予;珠研究

所で受諾する機会を得、研修課程のーっとして、動力噴剖践による貝掃除の効

果と貝にあたえる影響について試験を実持する機会をあたえられたので、ここ

にその経過を報告し参考に供する次第である。

本文に入るに先立ち、終始指導と便宜合賜わった1;]11立去珠研究所太問所長、

資料、器具などの便宜な賜わった研究所多徳島実験所職員の誠氏に厚く感

る。
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試験の方 法

試験に使用したrr'I)Jカ噴窃械は、常用II¥::JJ3ps、170c.c.発動械を動力とする噴

拐機 (所用馬力}.5ps、最高圧力30kg/CTn、oJ'.t窃26-30kg/Cnl、地水10kg/CTn以下)

である(第l関)。

第l図動力l1J1 ~機

噴射の方法('1、実際に使用されている作業時の拡態から考えて、被掃除体

(貝とか詑)に対して451.貨に傾斜した角度で噴射した場合について行ない実験

の条f'I:としては、nJ'ffH筒の先端にあるnJ'f1li孔から被掃除休までの距離を50、60、

80、lOOcmの4つの段階にとり 、それぞれの距峨について噴首械に民間された圧

力グージにより 、10、15、20、25、30hg/crnの噴fjJ圧力 (ポシプJじIT:)でl噴射し

た場合について行なった。なおul1・8の状態(1、噴射筒の噴射調i¥i1!災訳を水圧が

最大となる状態にセットして行なった。このような噴射条件の下で、当年産稚

貝と 2年貝とを名lO{P，jづっyI:jft表面を上にして寸~' fJX J-.!こならべてnftrH し、付計

物のl脱落状況、blの10似について調有した。
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噴射孔からの距離による単位面積当たりの受水力

2.354 
2.882 
3.850 
4.378 

3.388 
3.938 
4.621 
5.523 

0.923 
1.072 
1.258 
L印4

第 1表

4.709 
4.79ヲ
5.457 
6.557 

1.282 
1.306 
1.486 
1. 786 

30 

実際の良掃除では被掃

除休までの距離は、 50~

60cmの間で、噴射圧力20

~25kg/CTíi で作業されて

いるので、稚貝、 2年貝

111~当たりの受ける力は

で約1.049~ 1. 504kg 

で約3.850~5. 523 

kgとなる。

2) 付着物の脱落状況

噴射処理によって付着

物がどの程度脱捺しだか

2 

噴
射
圧
力
(
ポ
ン
プ
元
圧
)

三九噴射面における

単位当たりノ1<.カ

30 

第 3図
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を夕日る一応の目安として、 比較的貝殻面に硬着色するカサネカシグνをとりあ

げ、処玉虫前、処111後における偲体数から脱離した数を調べ、これより噴射処起

による掃除の効果を検討した。これらの結果を示すと第2表、第4図のとおり

である。

なおこのような噴射水を利用して付禁物を除去する場合は、噴射される

や噴射圧力によって効果が異なるが、さらに噴射水にさらされる時間によって

も大きく影響されるものと考えられる。

第 2表 カサネカンザ Vが脱落した割合

2 年

15.9 

15 
~. ムV I Ji  ff・U I U口 I ょん 15.0 n. 

45 13 22.4 
26 34 56.6 

31. 2 93 57 36 38.7 

20 
ーム》 ムム I 63.1 58 45 13 22.4 
，ハ

8 I 61. 6 59 43 16 29.0 
61. 9 101 57 44 56.4 

18i 20 52.6 95 60 35 36.8 
11 23 67.6 109 41 68 62.4 
19 18 48.6 49 22 27 55.0 
17 22 56.3 33 14 19 57.6 

13 20 61.9 94 48 46 49.0 

30 
ム 6 11 64. 7 103 39 64 62. 1 
ハ寸

18 2i 
13 61. 9 66 35 31 46.9 
15 55.6 B3 26 57 68.6 

この条件は除いて、 1自の{共試員101函休につき10

した。

4図より付荒物の除去効果なカサネカシ-1fVの脱落状態からみる

と、稚良、 2年貝ともに、距離60αn以上では口Ei射される よるより
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F.二強く影響される傾向にあり、とくに50%以上を除去させるには噴射圧力

20kg/cm程度以上が必要となる。しかし50仰のJ[J:し ，W-i離から噴射した場合では

にあまり影響されず、ほとんどの間合で50-7o:?~程度の除去効果を示

していた。
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第4図

これらを各噴射面における単位当たり受水力とカナネカンザVの脱落率とか

らみれば両者の関係が明らかとなり(第5図)50%以上の脱落合示すのは単位

当たり受水力約O.130kg/cn1 ~J上を示す条件のときとなる。

カナネカンザ i/以外の付静物の脱落状態ではハナキの鱗片状突起間にある

泥、小さいホヤなどは最小受水力の噴射 10kg/cn1、距離 1mでも完全に除去さ

れているのが観察された。

3) 貝の受ける

つぎに各条件下で噴射し

後における設高を測定し、

貝の受ける損傷の状態をみるため処理前、

これより殻高の減少した割合を求めた。
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第5図単位当り受水力とカサネカンザシの脱落率との関係

0 稚貝の場合 ・2年貝の場合

結果は第 3表、第6図に示すとおりである。

各条件下における殻高からみた損傷の率は稚貝で1.16-14.71%、2年貝で

0.67-2.44%となり当然のこと乍ら稚民の方が大きな損傷を受け、 2年貝lま小

さい結果となっている。

まず稚貝からみると、ハサキの鱗片状突起は 1m、15kg/Cnlの噴射圧力で、

すでに脱落しはじめ圧力を増すにしたがいその破損も大きくなって、噴射圧力

20kg/ Cnl以上では完全に剥落しいわゆる“ポーズ貝"の状態となり(付図参照)

損傷のひどいものでは内面の軟体部(肉質)が飛散している状態となる。この

剥濡の状態は噴射距離によるよりも噴射圧力に強く左右される傾向がある。

問題はこのような員殻先端の剥落によって、貝体内面の外套膜縁と貝殻接岩

部が破損して、以後の成長に障害を起きす可能性が生ずることである。今回の

試験ではこのような点について観察はできず、また成長阻害は以後の処型兵の
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50 

成長調査をまって考察し

たいと考えているので、

今回はたんに破損の状態

な調査するにとどめた。

しかしいずれにしても争

条件下での殻高の減少率

は、殻高平均2.64cmに対

し1.16-14.71%の範囲

にあり、 69昔前後の減少

率を示した i噴射圧力 20

kg/ crn以ヒは以後の成長

にかなりの影響が出るも

のと予想される。

なお処理後10日lヨにお

ける奨死状況をみると、
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第 4表 処理後四日目の緊死状況 とくに 2Skg/C7ft以上では

噴射による誼接的な影響

見 2 年 貝 を受けて紫苑があらわれ

YE 貝 供試数 死 貝 ている。

10 。 10 。 24三貝では損傷を受け

10 OU 10 。 10 。
る割合は稚貝にくらべてに、円 10 。 10 。

10 。 10 。
ノj、さく、 よりも噴射一 一 一 一

10 。 10 。
圧力によって影響をうけ

15 ou 10 。 10 。
con 10 。 10 。ることは間様で為る。殻

10 。 10 。
高の減少率もいず、わしも 3

20 OU よU U lU U %以下でありきわめて小
何1 ln n In ハ

さいがこれは貝殻の厚さ

1 から えて当然のことで

25 口J よU ム .lU 。
あろう。 た，;_'20kg/cm以C凡 1 (、 f、 1(、 。

l とではやはり賂死が出現

100 10 2 10 1 していることから直接的
30 80 10 3 10 2 

60 10 1 10 3 に影響を受けるものと考
50 10 。 10 。

えられ、危険がともなう

のではなかろうか。

4) ;l: と め

以ヒ動力噴射機による付着物の除去と良にあたえる損傷の状態について概略

をのべたが、これら両者の関係から本機を使用した適正な作業方法についての

考察をのベるまでにはいたらず、たんに状態の把握にとどまったが、このよう

な点については今後の詳細な研究によって結論したいと考えている。

A
A古

川
ベ
U



附 図 真写

噴 射圧 力 10kg/an' 

2~ 貝 稚 貝

処理後 処J現宮古
・・CIIII"""晶、

処理後

100cm (明射孔からの鋭機)

80cm 

60cm 

50cm 
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Pearl Oyster Resources In the 

IndonesIan Sea -Waters 

インドネシアの真珠貝資源

白 井 字下 平

(太平自洋資瀕開発研究所)

I はじめがき

大学時代より草珠貝を専攻してきた夜、は、かねがね世界中の冥珠貝の稀類と

資源草分布などを生物学的或いは水産学的に解明するために、 「世界京:珠貝調

査」なる計画をもちつづけてきたのであるが、本年ょうやく念願かなってその

幕明けができたようである。

しかも真珠貝としてはもっとも興味のある東南アジアの広範な地域を占める

イシドネνアであって、後述するように大へん問題のある海域であるため、 1

ヶ年の半分をついやした今日の調査は充分価値のあるものであった。

この調査を行うにあたり全間的な御理解を賜り、 f直接スカノレノ大統領に紹介

して、端絡を開かれた田中三重県知事に対し深甚なる敬意を表すると共に、御

支援下さった、中部 El本新聞社、東京新聞社、東海テレピ欣送株式会社及び水

産庁振興課巽珠係谷口定利技官、 UJfJ奈冥珠株式会社社長山本勝氏及び井 1:武夫

氏、その他多くの関係各伎に対し厚く御礼中しあげます。

E パルーナ探検について

私の企画したインドネ νアでも、未知でもっとも興味のあるアンボン海域の

調査は、スカノレノ大統領の絶大なる賛同と支援を得て、国家的大事業に発展し

てしまった。

乃ち、 i与をあずかる海軍の作戦として、イ海軍が全面的に乗り出し、作戦指

揮は陸海空警察軍の代表よりなる最高作戦会議(El本の昔の大本営に当る)の

I貰轄となり、陸軍大臣、海軍大臣が責任をもつに至ったのである。

そして、科学者‘も共同で参加することになり最高学府のパンドン大学、パジ
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ヤジャ ラソ大学、ボゴーノレ大学の主任教授を始め、国立海洋研究所、岡7.Ki主研

究所、同博物館などから総勢100名あまりの、それこそ インドネνアの最高頭

脳が結集して調査が行われた。調査内科も、彩、が生物、水産IIIJj聞を担当するの

で、イ側も海洋学、水路学、気象学、rl!ji宝生物学 (魚類、貝類、甲殻、サンゴ、

海平プラ γク トγ、ifrJ，C:;f!D、 水産学を火々担当する学者l乙分け、更に消ると

いうので、海軍のフローツグムソ部|放もihJili少佐を隊長に参加したのである。

科学者以外の隊員をみると、このぼう大な大海洋探!換の支岐部隊として、海

軍補給隊、 1fft ll!陸 tìíX~永が 、 米々 、 食料と大テ γ ト、 令員に衣)JI~からベッ ド、カ

ヤ 、 に至るまで新品を支給し、自動小銃や白列挙~1t、 機関銃、 ピストノレ、 ダイ

ナマイトをふんだんに川;むし、i:fl:[実と陪布、料奈の{litいさんも声!i.品の治安!とそ

なえて参加するなど、とても、とても n本では恕阪もつかぬ規校になって しま

った。

調査団の護衛とm水のためのiJ:i鑑タムロウ号 (ll∞トン)ロγア製

そしてかんじんの調査船も、オラシダから買った 1300トジの大統領専用船

と、日本から送った新鋭の海洋調査船ヤラニディ 一号 (700トシ)及び特例Iiの軍

艦タムロワ号 (1100トシ)を出してくれ、夫々、モーターボートとゴムボート

を用いて、各粧の調子fiE聞を行った。
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このような大げさなことになったのは、今イシドネジア('1マレ-i/ア問題に

誼面し、世界から注目をあびており、国威けい拐という事に一番重点をおいて

いるため、今迄全くわからなかった自国の海の資l]J，去を解明する・・……というよ

りむしろ航海して征覇するという点で、この計画がピッタリ来たのでとびつい

たわけであります。

しかし何はともあれ私としては、世界の ら しても許可されなかっ

たイシドネ νアの海域を、始めて日本人の千・で見られる:'}~だけでもよい上に、

同海域は「ワオーレ νア」と称する生物学ヒ興味のある地域であるから、この

研究結果は多くの学者の参考になるので、大いに努力して調査したわけであ

る。

又、京珠貝の[函でも、その昔、脱出辻氏によって、|土i1見貝(南洋玉の母貝)

のもっともを嫡適地として、設置されたブートシ島も近く、又日本のダイパー

によって J~J蚊貝の採貝も行われていたし、~に、戦後はサワス ν ーパーノレ、富

士翼珠が、手を染め、現在富士企業がブートジで南洋玉の義殖を行っている所

だけに、この日で、直接潜ってみて:歩ける……ーという点で、大きな目的が果

し得られたわけで、ある。

調査ゴースは、こうなれば、アジボシだけでなく、できるだけ広範簡をみる

方がよいので、インドネジアの最東端のモノレヅカ諸島(アジボシ、セラム島を

含め、タニシパノレ、アノレカイ、パシダ諸島など夢のあ々を含む)へ行くまでの

全行程を、途中下船して調査することにしたのである。

乃ちジヤワ海からスラウエジー(セレベス)南側のフローレス海、パンダ、海

からオーストラリアに近いアラブラ科目まで全航程6000マイノレ(日本列島でみれ

ば、北海道より、台湾をこえる距離)に立り、小スシダ列島沿いにジヤワ、ス

ンパワ島、ゴモド島を経て、スラワェνー南部の島々を訪れた後、アジボシに

入り、愈々木番のパンダ海に浮ぶモノレフカ諸島(香料諸島)を詳しくまわった

が、ある諸島では巨大な島が地殺変動で 4つに折れ僅か 100m位の海峡となっ

ている珍らしい所をモーターボートでさか上り、 LlJ奥の部落にキャシプして、

珍らしいカンガノレー、火喰鳥、極楽鳥、鹿などを採集した。

この「パノレーナ探険」に参加した日本隊は太平洋資源開発研究所と中部日本

新聞社、東海テレビ放送からの 7名で、顧問をおねがいした海底地賀学の権

威、東京水産大学教授新野弘侍士も参加され、期せずして海底右泊の油j原をみ

つけられるなど、住か 8名の日本隊は、 300余名からなるイ γ ドネ νア隊を向

うにまわして大きな成果をあげたわけである。

以上探検のアクトラインばかり長くなったが、最後にこの「パノレーナJと
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は、ヒンズ一語の海神の意で、福をもたらす神様であるので、あたかもこのイ

ンドネνヤ始まって以来の海洋探検が「パノレーナ」に守られて成功し、イソド

ネνア!こ福をもたらすべく、付けられたもので、これはスカノレノ大統領自から

の命名であるだけに、如何にカが入れられたかが問えるたけて'ある。

E インドネシアの海

イシドネ νアの海は北ま~ 4 度から降下:nl度!こまたがる純熱帯の海で、一年中

水温270~290Cで比重が25~26もある 、いわゆる高温変闘の海である。

したがって海は透明度高く 、ブルーに蹄きさナシブ五.i!{(壁際:が大部分)にお L

われている。

小さい品々は平坦ないわゆるサ γゴ礁のぬ々で、海浜;H:ナシゴ、貝からでき

た冥白な砂浜からなり、~く沖合には生きたナンゴ礁が分布し、 品をとりまい

ているのがふつうである。又昔、ナンコ'liJ.~であった品:J:'降起してできた隆起ナ

ンゴli!.ttの出は、海岸がゴツゴツしたナ γゴの骨慌の右灰岩で切りたち、しかも

波の浸蝕作用で下の方がけづりとられて、あたかもマツ νコルームのような恰

好うになっている。

内側jの海は鏡のように美しい。ココヤ γのぬ (;lヤワ海サタンゲ1レ1，;))

今
ぺ
U

A

“企



こういった隆起サシゴ礁の島々の海底は多少泥を含んだ砂地で、栄義分に富

んでいるため貝類の繁殖に適し、種類も多いが何よりも個体数の多いのが特徴

であった。

これは、法起サンゴイふのように基盤がしっかりとしていると、そのとに植物

し、しかも熱情であるため強い光線と、毎日のスゴーノレによって、また

たくまに熱帯小ジヤングノレを形成して、その自室;td~ 植物からの有機栄養分はサ

ンゴ6J，~の割れ目からわして若手に入り、あるいは熱帯特有のマングロープ村、を育

成するので、このまわりの海はきわめて生物の繁舶に適しているわけでーある。

一方前者の日もさめるようなコシペキの海に浮ぶ平坦なヤνの島々は、島の

しい{砂地で、植物相もココヤνが大部分であるため、落葉なく雨がふ

ってもたちどころに地…ドに浸水してしまうので、海へ流れる栄養源はきわめて

とぼしい。更に島の海浜は美しい砂地であるために波の作用でかつて沿岸にあ

ったナンゴ礁は死滅し、だんだん沖へ沖へと逃げるように分布して行くので、

現在ではどの島々の調査でも波打際から500m、所によれば何とlKmも離れた沖

合に巨大なサンゴ礁のお花畠を発見して、今迄の海|図を訂正する結果となった

わけである。そして沿岸から沖のサンゴ礁帯の間は、水深O.5-1mしかない遠

浅の砂地の礁湖で、沖のサンゴ礁に風波がさえぎられるので波はなく、鏡のよ

うにすんでいて、海底の海藻や動物の生活が手にとるようにみえるのが特徴で

ある。

従って、こういったココヤνの島々の海は美しすぎて、大量の資源的な生物

は少くどちらかといえば種類が多く、美しい小さいおもちゃのような生物が生

活している所といえよう。

以上の二通りが、インドネ vア………というよりは熱帯の海にある島々の概

念ではなかろうか。

このような概念で、今度の調査をみてみると、ジヤワ海からフローレス海の

西側にある島々は、前者の“ゴコヤν島で"で、フローレス海の東側からパレ

ダ海では“隆起ナンゴ降、鳥"が多かった。

又、特殊な例は犬々個々において詳述するが、小スシ夕、列島のスンパワ島、

ピマ湾は小湾入多く、 しかもかなり大きく旦水深もあって、その他漁場要素

(河川、底質、プランクトシ、底楼生物、集落…・・・…)も充分であり、熱帯ら

しからぬ海であったし、もっとも東側のある諸島は、地殻変動によって四つの

島に折れ、夫々三本の河となって、西から東にぬけているので、興味ある場所

をさかのぼって調査したところ、河の真中でも比重が23.84以上もあって、海

水であり、多くの海産魚、貝を採集したので、これはむしろ海峡といった方が正
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しいということも判ったのである。

日本の海と比較すれば、特に美しいという所はごく一部分で、 (しかし、私

達が発見したパシダ諸島の海は世界でも上位に入る美しい海で、何よりもナン

ゴ礁の博物館とでもいうべ会生物の宝庫で、イシドネ vアの国立公闘に持定さ

れるはずである)大部分は日本の美しい所一一例えば伊豆七島、高知、経美大

島とよく似ており、特に琉7求の八重山群島の海とはそっくりという程度であっ

マノh

μ」。

海でいえばフローレス海(スラワェν一南部)がもっとも美しく、ついでパ

ンダ海、ジヤワ海、アラブラ海という jl国序できたなくなっていた。

IV インドネシアの真珠貝

:真珠貝は也-界で何種類あるだろうか? 今でもはっきりとした数はわかって

いないが、貝類の原典ともいうべきコンコロジア、イコニカによれば約75種類

となっている。しかしこれは随分古い話で、今日の研究では恐らく同種異名が

沢山で‘るから、多分50種以内と思われる。

このように沢山ある異珠貝の中でも、真珠を産する冥珠貝として有名なもの

は日本のアコヤガイ、黒真珠のクロチョワガイ、大玉のνロチョクガイ、ピン

クのもっとも美しいマベ、……一位しかなく、あとの貝はアコヤガイと同じ

か、それ以下の小型種である。もっともクロチョクガイには産地によって変種

が多く、これを含めると10種位は有用種とみることができるO

熱帯の海は美しい。とりわけ小さい島々は漁場として価値は少く、どちらか

といえば大きな島の湾入部や、水道部に莫珠貝が大量に分布し、又漁場として

も優れている。

イジドネνアの海には極めて多数の島々が散在し、海の条件もさまざまであ

るので、広大な海域であるにかかわらず、莫珠貝の分布は一概に少い。

今回の調査は、ジヤワ島をふりだしに東部イシドネ乙/アをまわったが、翼珠

貝の大部分はこの海域に産するため、イ也の海域から特に珍らしく、あるいは重

要なものはでないのではないかと思われる。

一応調査によって採集したクグイガイ科 (Pteriidae)の貝は下の10種である。

Pinctada maxima (Jameson) 

P. margaritifeya (Linne) 

P. fucata (Ctould) 

P. panasesae (Jameson) 

P. lentiginsa (Reeve) 

込/ロチョウガイ

クロチョクガイ

アコヤガイ

ミドリアオリガイ

パンダνロチョウガイ

円

hu
A
せ



Pinctada albina sugillata (Reeve) 

Pteria penguin (Roding) 

P. chin~usis (Leacb) 

P. brevialata (Dunker) 

モスソアコヤガイ

マベ

キγγ ウグイス

クグイスガイ

Electroma ovata (Quoy et Ctaimard) ミドリ νマクグイス

この中で京湾iミ貝として有用なものは、 vロテョクガイ 、クロテョ クガイ 、ア

コヤガイ 、マベ、パンダνロデョクガイである。

(A) シ口チョウガイ

冥務it貝の中でもっとも大きく員j'f;，としてもっとも価値のある貝で、この種類

に似たイ中間はないので一回で判る。

美しい銀縁のシロチョウガイの若貝 (ヵν ド〆I'IIJ産)

この貝には哀珠府の然、縁部が金色をしたものと、内部と問じく一様に銀色を

呈するこ程頬あって、前者を “金紋種"(Gold-lip)、後者を “銀総種"(Silveu-

lip)として区別している。員般市J!ijでl玄武:々 Yellowshell， White shellと称

し、金綜程It.価値が低い。

金紙障と銀縁極lま場所によって比率が具りインドネジアでは銀縁随が多く 、

従ってr~珠母貝としても良質て・あった。
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殻の大きさは、大きなものは30cm、重さ4.v-5. 5K9にもなるが、今nではこ

のよう に大きなものは乱般により少く 、20cm位のものが多いようである。

この上司が他のFJ朱土l と Jf~. る点[士 、 幼時足糸をもって十J"新生活をしているが、

成貝になる と足糸j践がj品化して足糸はなくなり 、砂泥員kにころがって生活する

ようになる。水深は2-3mの板めて浅い所にも発見されたし、100m以深の深

い所にも分布するが、平均20-5077Lのi9"rのものを採取している。

主として海底の政やi沙泥地の くぼ地、或いは潮流の弥:い所!とすみ、サンゴや

ヤギ、海泌が生えた所を好んですむようである。

νロチョクガイの分平日土オーストラリア、インドネジア、マ レ-vア、フイ

リジピ γ、ピノレマ、グイなど、主として然411・海以で、採貝業としては、オース

トラリア、アノレ諸ぬなど主としでアラフラ海漁勾が主であり全体の約80-90%

はここに分布する。この地パラ方、 トシキ γ湾、台湾、八重r.L!、奄美にも認め

られるが、あくまで住物学的である。

インドネシアではやiといってもア JI/，:IU;，~のドボーがi{f ~名であり 、 詳細は別項

にのべることにする。

(B) クロチョウガイ

νロチョクガイと閉じく 、数多い以st貝中 ・大型に属する一程で、貝殻の色

彩は黒褐色地に内色の放射状紋を耳fし、内部立珠陪の外縁部が閉じく J..V，褐色に

採決したクロチョウガイの制査 れは司令IIY、左は著者 om:主タムロウ号にて)

ワ
4

A
叫
.



色どられるところから名付けられている。

この貝も熱符:の海;を故郷とし、旧南洋群島、イシドネ Vア、ブイリッピン、

オーストラリア、台湾、琉球に産し、我国では奄美大島、鹿児島、高知、伊豆

七島に分布している。この margaritiferaにけ、多くの変種ーがある。乃ち、ザ

ンジパノレクロチョワガイ、パナマクロチョウガイ、エジプトクロチョクガイ、

ペノレνヤクロナョクガイ、タヒチクロデョワガイ、オークラシドクロチョウガ

イ……ーなど。

貝殻は1O~15cm位で、貝殺の立珠層はj手く、オーストラリアの採貝業以外の

真珠採りというのは、このクロナョクガイか変種であり、世界中て伊盛んに行わ

れている。

インドネ νアには広く一般に分布し、主として i\~j流のある所を好むので、ナ

ンゴ礁の外{員IJや潮通しのよい湾口部に多くみらわした。

(C) アコヤガイ

アゴヤガイは申すまでもなく、日本の養殖真J';!;のほ貝で、古くから日本特産

といわれ、分布も千葉県から鹿児島の種子島までとされていた。

ところが、外国にもこれとよく似た貝があり調べた結果全く同一種であるこ

とが判り、今までのアコヤガイの学名 marteusie は先取権で無効になり、

fucataという名が用いられることになった。したがって、日本産も外国産もこ

とごとく fucata良で、日本名だけはアゴヤガイというわけである。

ところが、アコヤ貝が日本特捜でないとなると、もっと意味のある日本名を

つけなくては、一寸独りよがりの惑がする。アゴヤの名("i古く万葉にあるから

由緒あるものだが、外国人と話をする時はどうしても、 fucataか }apsnese

Pearl Oyster (日本の真珠貝)といわねばならない。と?なると、アコヤガイは

古くから真珠という出緒正しき有用資源に使われていたに反し、外国では日も

くれなかっただけにたとえ外国にあっても }aparesePearl Oysterを通しで

もよいと思うわけであるO したがって、私は名の方もニツポシi/ンジュガイと

いった方が貫録もあり、世界に名をとどろかすと共に、真珠の認識にも役立つ

と思うのである。

「ニッポンνシジュガイからとれた日本の冥珠」というわけで、ある。アコヤ

ガイといって実際判る学者は少い。今後 }apanesePearl Oysterと外国で通

用しているのを尊重して“ニッポンνンジコガイ"という事にしたい。

この貝の概11硲はあまりにも右名であるので省略するが、分布1'1今の所はっき

りと判っていない。種々の文献によれば、オーストリア、インド洋、太平洋地

域にはかなりいるようである。元来 fucataなる貝は少し混んでいて、表面に
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赤槌色の放射条がある小さな貝で、 Reeveの記載でも日本産とはっきりかかれ

ている。これは哀珠詫硝j坊にある貝と多少感、じが違った、いわゆるベニゴチョ

ワガイとして嫌われた地貝(天然民)によくあてはまる。養殖翼珠のHJ貝は畏

年の間にほ貝養殖により、施術に適する妙、巾が大きくて四角形の大きいものを

選んで用いる事がつづけられた結果、人為的にrノドられた民で、本質は同じで、あ

る。

えばこの民をニホショウ乙/ヨク νンジュガイとでも言わねばならぬ

だろうが……。

インドネジアではあまり多いブjではなく、 とLて扱えるほど分布はみら

れなかった。

それでもジャカルタ湾から東へ、小スシ夕、列島を経てそノレツカ諸島迄分布が

みられ、したがってオーストラヲアまで分布が続いていることが判明した。

恐らく、このニホンジンジュガイは日本から、琉球(かつて私が発見した)

台湾、ブイリツピシを経て、インドネνア、オーストラリアまで広く棲息して

いるので、分布図をぬりかえねばならない。

(D) J'¥ンタシロチョウガイ

この貝は日本でみられぬ貝である。ニホンνシジュガイよりー廻り大きく、

内部の真珠層が白く、あまりニジ色はなく、真珠貝でもオーストラリアに

多い、 vヤークスベイ νシジュガイ (Carchariarum) やモスソアコヤガイ

(albina sugi11旦ta)に似た感がする。分布はイシドネνアのみで、セレベス、

モノレツカ諸島となっているが、ジヤワ海にも産するようであった。

素人がみれば貝の形が四角で、後耳が発達していて設のふくらみもあるので、

ニホン乙/シジュガイの立派なやつ……と感違いされる位だが、恐らく養殖に用

いても大差はないと考える。乃ち軟体部の構造も、施術方法、或いは生態、から

出きる冥珠についても……。

(E) マ ベ

マベがインドネνアにあることは以li日から解っていたが、今回の調査で相当

有望な漁場と母貝資源を発見した。

マペは、 vロチヨク、クロチョウ、ニホシνシジュガイなどとは別な Pteria

属の大型真珠貝で、どういうものかこの仲間は小さい貝ばかりだが、マベだけ

は、長さ20-30cmにもなる大きい種類である。殻の表面は比較的なめらかで黒

紫、黒禄色を呈 L、内部真珠層は自のさめるようなニジ色をして、真珠として

は最高のレイシボーカラーや紫ピシクを作っている。貝殻が大きい割に薄いの

で、殻としての需要がないため採貝された例は少い。日本では世界唯一のマベ
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による京珠持殖が古 くから奄美大島て'行われ、最高級の半門真珠を出していた

が、最近では母貝をとりつくして人工増般にたよっているので、大した成績で

はないようである。

この貝は内湾の静かな泌を好むので、分布も限られ、あちこちにいる之い う

もの L、地域は広くないと忠われる。 7うち分イji北限のH本で!rj:奄美Irj:標本的だ

し、琉球 ・八重山でもとりつくしてしまった。香港には多数あったが、相当養

殖に消費したので現在ではどうであろうか。フイリツピン、オーストラリア、

ニューカレドニアにも分布はみられるようである。

マベの優良母貝(ピマ産)

インド庁、 νアではスシパワ品の どマ湾、ワオラダjむなどに多数分ギliL、貝の

品質は奄美に劣らぬ優秀品であった。

土地の部落民が、何もまjJらずに多分光っているから合になるだろう … ・と裸

潜りで、どんどんとって貝妓をスラパヤに送ったととる、中国人も全然いらぬ

と他もっけなかったとかで、返送され野ざらしになっているのを見たがその泣

から万単位の資源IlU士官庁保されることが明らかになった。

又、モノレツカ諸!与のタニシパノレでも大きなマベの分:(Iiをみつけたが、この貝

はオーストラリア、タイプの殻長が大きく 、や L丸形で、おI九11の色が、幾分

茶褐色l沫をおびている ものと同じで、品質的によくないものであった。
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恐らくイシドネジアにおけるマベはスシパワ島に限られるようである。

o 0 0 0 
以上インドネi/アの真珠貝について記したが、 Hynd (オーストラリアの主主

珠学者)のオーストラリア産真珠貝 7種とほ五同じものが発見され、この10種

がインドネνアの真珠貝であろう。

V インドネシアの真珠漁場

全インドネ νアの冥珠及~以来貝漁場を記すにはや i 不満足であるが、前記の

思白から主として、又ナテシガラ(イシドネジアでいう小スンダ列島)とそノレ

ツカ諸島が有認であるので記してみよう。

(A) スンパワ島ピマ湾

ジヤワ島から東へパリ、ロシボツク島を経て連らなっている巨大な島で、あ

ちらでいう県庁所在地であり、元の王宮もあって一寸した町.である。このピマ

湾は湾口2.5K.1Jl、奥へ20Kmもある巨大な袋状の湾で、人口には小湾入音1)が多く、

湾内は静かで、水深は1O~20ηL もあり真珠養殖には最適である。しかも、湾奥

には板めて小さい河川lがあり、ニツパャν、マシグロープの林があって、数軒

の小部落もあり、陸上からの栄養源が豊富であり、しかも湾外からの潮流がか

なりあるので、新らしい無機物の供給も豊かで、湾内にはプランクトシの発生

が多い。

したがって潜水調査をしてみると、沿岸には予想以上に貝類、ナシゴ礁、海

、イソギシチヤクなどの生物が繁殖し、透明度 (8~97九)のわりに豊富であ

るのは、前記の海況によるものと思われた。魚類については、あらゆる種類が

みられ、巨大なナメ、イトマキエイ、オオカマス、ブダイ、ハタなどの大型魚、

から、スス'メダイ、チョウチヨヲウオなどの美しいサンゴ礁魚類K至るまで無

数に棲息し、魚、の水産資源としても全調査海域で最高と定められたわけであ

る。

真珠貝の方も前項の如く、マペ、クロチヨワガイ、ニホンνンジュガイなど

の有用種を多産し、インドネνアにおけるもっとも有嬰な漁場と結論を下した

のである。

たまたま、インドネ乙/ア政府でも、水産庁の調査で、ヌサテンガラがよいだ

ろうー…と山を当て Lいただけに、この結果には大へん気をよくし、早速計画

が進められるようである。

(B) トツカンブシ諸島、カレドパ鳥

スラヲエi/ー南部の小さい島々トツカンブν諸島は、天下に有名なブート γ
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島iこ近接することと、これも有名な海賊ブギス族の本拠という所で知られでい

る。

この諸島は四つの大きな島からなり、その lつにカレドパ島があり、この患

の南側にノj、さい烏(リシテア)との水道部がある。こ与を夜、達はカレドパ水道

と名付けたが、こ Lは沢山主主珠貝!J'いるというので調査にでかけたが、肝心の

(乙/ロチヨワガイという)は 1つも見付からず、浅い海域主どさんざん潜

水調交した結果、クロチヨクガイをただの lケと、カキの一種、 νヤゴガキを

沢1Lrとって引掲げたのである。

この水道部は r:j200~400m、長さ1. OOOmもあって、水深2~5m、付近に民

家なく、島は全て隆起サンゴ礁でできていで、若干あるマングロープ林からの

、海水け、動物プランクトンの発生が多かった。又水道故に千満による

潮流が起り、この海域の条件は、八重山群島、石垣島のクロナヨク冥珠工場に

極めて似ており、このノ他県pj'放として二枚貝が多く (50陸)、 冥珠貝のイ中間は 8

も棲息していたので、 は適地であると考えた。かんじんの冥

は、其の後の調査により、 Vロチヨワガイが大量ではないが分布している

事 (100単位)、が判ったが、何れにしても大量にどこかから輸送せねばならな

い。

かつて日本人が調査にきた……といっていたが、恐らくブート γの冥珠会社

からであり、今日ブートンでは母貝供給としてアノレ島からも入れるというの

で、この近辺には大きな資源はたいであろう。

(c) カイ諸島トアール

カイ諸島~'Ì広い海域に豆り小さい島々が点在するので、クロチヨクガイは多

い。

しかし現在部落民によっで採取されているのは僅かに 1ヶ年1トシというか

ら、貝数にして4， OOO~5， 000個しかない。

トアーノレは東部マルクの県庁所在地で、こ与も中国人の進出がみられ、アラ

ブ人も珍らしく多かった。

この近くのナムロン湾の湾口部は約200mしかないが、内側は南北、 3，8007凡

東西1，OOOm余の面積を有L、水深20mで周囲に大きな河川がなく、海況は透

明度よく外洋に似て不思議にサンゴ礁の発達も著しかった。

生物相も豊富で、水産面で利用する価値は充分と認めた。乃ち、この地方は

l年の半分東風が吹き、風波高く、丸木船操業のため魚、が一匹もとれねいとい

うから、この湾で養魚をすれば部落民がたベきれぬ位できることになる。又、

筏を浮べて哀珠養殖をすれば、黒真珠ができるし、又、隣りのアノレ諸民からむ
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ロヂヨワガイをベば南j洋玉の養殖も可能である。この付近の諸島の中でもっ

とも漁均として悪まれているのは、この湾だけであった。

(D) タニンパル諸島、アンガラマサ島

タニンパノレ烏~'j，サツマイそのようなずんぐりとした形をしているので、これと

いってよい所はないと考えたが、島全域にクロチヨワガイは分1!iL、母貝とし

て比較的と Lのったものであったが、量が少いようであるつ

南部にあるアンガラマナ島の周辺はνロチョヲガイの群棲地として知られ、

かつてイタリヤの医者によって沢ILI採取されたとかで、一応調査したが、こ L

は潮流が強く年中風波があって、しかも海底は美しい砂地で環境が斑想的と思

えず、大量の資源はないように思われた。アラブラ海に回し、オーストラリア

に近いので冥珠漁場としては当然よさそうだが、こういった結果であったので

更に調べてみると、イギリスの会社も試験的に潜ったが何れも大した成績でな

く、すぐ中止したようである。イタリヤの医者も潜水がすきで、天然真珠をと

る事を目的に採取し、残った殻を処分したが数字であらわすほどのことはなか

った……というから、土地の人があるといっても学問的にはあてにならぬ例が

多い。

(E) アル藷島ドボー

νロチヨクガイならドボー……と今回の海洋探険は真珠資源調査が大きな目

的であっただけに、この言葉をたよりにひたすらドボーをまちこがれたが、い

ざドボーにやってくると、大分様子が違う・・…というより考え方をかえねばな

らなかった。

というのは、 ドボーはアノレ本島の中心と思っていたのが、何と小さいワマー

ノレ島の海岸に発達し?と田舎町で、僅か1000トンイ立の船を沖の潮流の速い所lこ

仮泊せねばならぬ有様であった。たしかに町には中国人のj占があるが、土地の

人のための商問というよりアノレ島の友J(ν カノ角、テナマコ、ゴクラク、プ

カのヒレ、鳥、天然}~珠、貝殻、ゴプラ……)を輸出する取次活ーみたいなもの

で、中国人によって全て買い占められ、部落民はほとんど何ももっていなかっ

f」 0

了度、 7月は東風で海がにごるため潜水できず、潜水夫l玄関Iで‘ブラブラして

いずこ。

ドボーが基地というからにはこの周辺が漁場であろう……と早合点して、島の

西側で調査するつもりであったが、昔は少しはいたそうたが、ほとんど漁場は

“ブラカンダーナ"であるという。珠以外のもの、例えば!歪楽烏やカンガjレー

などの産地ときいても、必ず“ブラカンターナ"から米るのだ、旦那"という。
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ラカシターナとはどこかと、いくらi毎回を探しても出てこない。それ

きいてやっと判った。そ~üj;ブラカンェうしろ、ターナ z

、という語源で、中心地ドボーのうしろ(東側)にある所は、どこでもか

でもブラカシターナで通用するそうであを。万事この調子の部落民相手の調査

古文、いつでもまごついた。

“ここらへん (νプ・ムテイアラ)がふるか"

“旦那、沢山あるだよ円

“本当に沢tlJだね"

“ワンクシ沢山、沢ur1:ご'
しかし結局数えるほどしかなく、文句をいうと土民の“パニヤ(沢LLl)"は、 10

ケ位でも100ケでも同じでふり、何かにかいてあった、物を数えるのに両指を

用いて10、それ以上になると足の指を使って計20まではできるが、これ以上は

チシプシカ γ……という事に近いなあと恩われたのである。

とにかく、アノレ烏の真珠漁場は決してドボーでなく、本島東海岸、それも、

北寄りと、南寄りに多い事がや!った。

1505年に始めて、オーストラリアから真珠貝採取にきたころは銀縁の優秀品

を沢山発見し、それ以来日本人の手によって採集されたが、(1939年 600トン)

戦後は土地の潜水夫によって行われているにすぎない。

現在、アノレ人によるダイパーボートは 6隻で、約20人の潜水夫があり、へノレ

メット潜水機で約18-20m潜って哀珠貝をとっている。

10月より 5月迄の西風の季節で、 1νーズンに l隻で約 5-10トシ採取し、

ドボーの中国人にかいとられ(lkg・..40ノレピア)、更に交易の中心地であるマ

カッナノレから大型船がやってきて集められて行く。天然真珠は健かこれ位の貝

からはほとんどなく.黄色いケ vが少しとれ、それを真珠と言って売っている

が、日本のEZ珠のケνと区別がつかず、同評価をすれば1ケ100円もしないもの

が、現地では5，000ノレピア(1， 500円)もして、貴重品扱いされているのにはア

然とさせられた。

日本の養殖冥珠の 8ミリ玉をみせたところ、こ λでは始めてみるらしく、日

を丸くして本当にしなかった位で、ある。

現在採取されている哀珠貝は、註径12cm以下のものは政府で許可されていな

いが、一般にや i小さくて若く、珠層も薄いように思えた。しかも、優秀な日

本人が戦後一度米たきり途中でやめて二度と来なかった事と考え合せれば、も

はやアノレ島の真珠貝は貝殻としてはとても採算はとれぬものと思われる。

今日、 l隻の船が 1vーズン5-7トシとるというから、貝数にすれば約7，000
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~10， OOO貝である。それ故 6 隻では 1 年に約50， 000貝をとることになるが 、 こ

の数字から判断してみると 、これ佼 (30，OOO~50， 000貝)がこ与の資源保持の

面から適当であると考えられる。

これが問題のマヌノ叫河、 対岸と手白~Jの岸はかつてくつついて

いたという。 いわゆる大地のさけ目が海峡となる。(ア作品)

従って現状を部落民による幼稚な潜水作業が、かえって幸いしている とも考

えられ、今後{念発殖としてはかえって良質である若貝のνロチヨクガイ を利用

して、 冥珠w殖をせなければとうてい大企業とはなり得ず、年間600トシ、500

人の出漁をみたアノレの真珠貝採取はもはや昔物語となってしまった……と結論

した次第である。

VI パルナ黒蝶貝について

今回の海洋調査で得られた成果は、5つある。何れも長い日数と予算をかけ

ただけあって、貴重な発見ばかりであるが、その 1つに真珠貝の優秀品の発見

があった。

場所はモノレ ッカ群lA、カイ諸島であるが、この品に分布するクロチヨクガイ

の中に明らかに区別できるグループ帽をみつけた。

一回 一



普 通のタロチョウガイ

形は丸く縁の自の放身、i紋がはっきりしている (バンダ海、 トアーノレ産)

メノレナグロチョウガイ

矢印の部分が凸出しているのが特徴 (バンダ海、 トアーノレ産)

ほ
ω



沢Lilの貝殻を検査した結果

(A) 日本の奄美から熱帯各地に普通に分布する型で、殻型は丸に泣く、内問

冥珠J"守外線の色彩が、や L黄味主f千日;び?と茶総色である…クロチヨワガイ

(B) 殻75が不正形で、前綾部がや L突出し、殻色l士、や L男、i球を;rWび、特に

内部主再it用外紙"j、、スティールカラー(鋼鉄色)を認し、特にはピシク

条¥L彩られ美しい……パノレナクロチョワガイ

普通の A型に対し、 B!世が区別され、探険を記2Lてパノレナクロチヨワガイ

とすH ることにしたので、ある。

もちろん、クロチヨクガイであることは間違いないが、一つの熊境変異であ

ろうと三与えられる。

長類学上の問題よりも水産学的に今日一つの水11'(物でも品称改良の時代であ

るので、こういった{陵秀品を用いで手同法す】ることは重要なアjIであろう。 4守にカ

イ諸島には、今度ナムロシ湾という良いim坊をみつけたので、このパノレナ和と

相まって東部マルクの重42な氷点字f諒という:き1ができょう。

vll インドネシアの真珠事構

日本のm京は世界一ーの人口てと右A し、 何かにつけても限界にヒクーをとらない

が、大眠、名古毘、其の他のといえども

し、インドヰ、乙/アはJUl一江後1佳史も新らしく、自国

して似たものである。 しか

もまだま7三であるので、

主71ジャカノレタ以外は二、三の都市を除いてほとんど町らしいものは児られな

い。

円

_，-二九
つl.cC

さと歩いfでもの7ごった。

さえ、 8011に可る持;首長、僻地まわりで、すっかりカン

ついてしまい、アジポシからジャカノレタへ飛行機で帰

みえ、お -11ijサシよろしくパッナノレ・パノレー(銀政通り)

しかも、現在はマレ-vア問題で戦時illi勢のために日:本の日寺fたそのま L

に、女、

らしきものはないよ

うである。

パッサル (j↑があちこちにあって、こ Lしか巴はないが、パソサノレ・ス

ネン(河幌市場)には中国人の金利1工尾サンが5-7粁あり、こO_iこ宝石という

より稀日類と人iiE石7):;並べられ、イヤリシグやリングに作られている。

よく思い11¥してもほとんどみず、所々のこうした!ιのVヤーレの中に

日本でいう柄玉(黒や、 ν 三、キズの多い中イずの王)が5~6ケころがってい
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て、これで当!占は東洋の真珠も扱っています……といっているような程度で、

チヨーカーやネクレスは全くみられなかった。

因に私が土産に持参した、 8ミリパロックのクリームの思いチヨーカーを評

価させたところ、何と 8万jレピア(日本円の 2万円)位という事だった。日本

では大体3，OOOFJ位であろうか。

ジャカノレタでもモノレッカ群島の主府アジボシでも、女の人(r;tイヤリングをし

ている。イヤソングは金細工の小さいものも多いが、中には真珠をはめたもの

をよくみるが、これが問題の、インドホジアが世界にほこるνロチヨクガイの

天然冥珠である。よくみると、在律 3mm'&，るかなしで、表部は凸凹か、ジワだ

らけ、しかもほとしど色(クリームにあらず)の、いわゆる栄養失調玉であ

る。これなど、大体1， 000ノレピアも U:¥したものでふろう。いかにも天然烹珠が

養拙真珠より市lli慌が高いといっても、これでは標本としても欲しくない。

イシドネνア人に限らず、東南アジアの人は一概に指輪を用いるが、男も女

も大きい奴をはめている。合は金なら大した人で、大てい銀かメツキもので、

石は、 rllや川から保した稀石である。美しいメノワに似たものや、 トノレゴ石に

近いものなど、主としてアゲートかカノレスドニーに限られている。どういうも

のか直筏lcmも2cmもあるものを好むために、震珠ではするとすれば半円位しか

売れぬだろう。

現在の給料は、くわしくは半IJ らぬが、三;三役人で3， 000~4， OOOノレピア、 10， 000

jレピアもとる人はよほど偉い人であるから、これからおしでも震珠の値は高い

ようである。

今から10i:j二ほど前でまらるが、実珠のネックレス l本は大統領の給料と同じ…

…ときいていたが、ょうやくにして今インドネνアに行けたものの、現在でも

1本のよいネックレスを質える人は少いだろう。

だからインドネ vアはまだ当分の問、朱の愉入どころのナワギではなく、

その点業界としてはうまみのない国であろう。

四要 約

1) 1964年5月 ~7月にかけてイシドネ ν アの海洋調査を行い、真珠漁;場、母貝

資源などを調査した。

2) 真珠貝は10種発見され、内 5種は翼珠母貝として有用であった。

3) カイ諸島のクロチヨクガイに見られたスチーノレカラーの品種は、真珠ほ貝

として最高のものでパノレナクロデヨワガイと名付け、区別する事も明らか

にした。

日



4) νロチヨワガイは、アノレ諸島と、タニシパjレ諸島、 トッカシブν諸島に分

布していたが、資源的に将来性のあるものはなく、何処も現段階では最主主

期を過ぎた感、があり、採貝業は末期であった。

今後は哀珠養嫡母・貝としての利用が残された問題である。

5) マベの最高品をスシパワ島で発見し、合わせて同潟、坊に最適である事を確

百忍した。

6) 従来日本特産といわれたアゴヤガイは、推察通り、東南アジアに広く分布

すること(オーストラリアはすでに知られていたが、中間地帯は不明であ

った)が判り、学名の訂正と共に、和名も英名のようにニホシV シジユガ

イと改め、世界に通じ易いようにした。

7) J真珠漁場として、スシパワ島ビマ湾と、 トッカシブジ諸島カレドパ水道、

カイ諸島ナムロ γ湾を適地と認めた。

8) 今後の調査は、イシドネνア西宮13(スマトラ)と北部(カリマシタシ、ス

ラヲヱν一)を行う予定である。

IX あとがき

いままでは国内や近接する島々の水中調査を行ってきたので、外国となると

どんな新らしい事実や難題がやってくるか……と実は心配であった。おまけに

言葉の判らぬインドネνア。それでも真珠に関するテーマだけでもこれだけの

結果が得られ、海中公園の成果ワオーレνアの問題、貝類学との成果、水中デ

ーターなどを含めれば、まとめるのに l年はかかるほどの結果を集めることが

できた。

百聞は一見にしかず……とよく言われるが、今まで未知であったイシドネジ

アの海について、又莫珠については一応簡単であっても間違いなく説明できる

ことこそ、一苦手大きな喜びである。これもひとえに関係各位が寄せられた御理

解、御好意、街]援助と深く感謝し、改めて淳く御礼申しあげます。

又、これを基礎知識として更にセイロシ、マダガスカノレ、ソロモシ、パナマ、

更に世界一美しい真珠貝があるといわれるアフリカの黄金海岸までも足を伸ば

Lて、実体を御紹介したいと念願する次第であります。

冗長ついでに、この「世界哀珠貝調査」なるエクスペディ乙/ヨンに一層の御

後援をおねがいして摺筆を置くことにします。

(20. Aug. 1964) 
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挿核技術講習会開催

研 究 会

講師

受講者一覧

O第 1瑳

会 場

志摩郡志摩町和具、浜口百々千氏

108入、5班

津島地区

村田真珠嵐工場

愛媛県真珠養殖漁業協

同組合と本会との共催に

よる、愛媛地区挿核技術

講習会を多数の参加者を

得て開催した。

期日 8月 20 日 ~8月 26 日

場所村田真珠嵐工場、

向田真珠菊川工場、

蔭問真珠川上工場、

吉田翼珠矢口永工場、

宇和島実珠大浦工場

愛媛真珠伯方工場

上回敬之助、実藤章太郎、辻本義輩、兼 国造、実藤幸子、実藤盛男

問中良玄、浅田稔、宮家享、下回富行その他 7名

0第2班 御娃地区

会 場 向回 (伊)真珠菊川工場

岩崎松美、松岡仲尚、岩崎弘章、松岡和子、 越国保三号、松阿佐代子、

竹村秀重、松岡寿忠吉、岩崎モモ子、向田伊之一、岩上公江、その他10名

O第 3flE 八幡浜地区

会場 陸間真珠JII上工場

山崎隆雄、井上光子、松本藤男、中Jll佐津喜

O第4班 宇和島地区

会場 宇和尚真珠大浦工場

ームハb



水野文彦、目安閑武久、杉田英雄、三浦幸考、島田博行、浜口世記、

田畑英世、宮下局者、、早川i明敏、 IJI下利員、佐々木昭、学賀正降、

松岡徹、松浦万治、上回吉春、浅沼↑夏、村上昭四郎、森英峻、

水回豊秋、安田秀美、前Jli千春、 I工後茂美、松浦美津江、上回満春、

向悶ノレリ子、 LLr口梅子、立川満寿美、問所 瑛、早川l億二、東同操作

柴田安春、奥島家和、大塚昭男、鷹見寿美、浜田千治、その他 5名

O第 4班 瀬戸内海地区

会場 愛媛真珠伯方工場

山下克干し、世古好広、西崎倉平、武久忠雄、野村徳幸、野村儀次、

問中康寿、真岡秀雄、白石憲吉、高岡文雄、中川高俊、 i否本芳弘、

塔本万里子

0第5班 吉田地区

会場 吉国真珠知永工場

山本幸寿、寄良j台、大山保男、諸問lEJ長、黒田

浅利武三、小林和弘、二宮英彦、その他3名

進、西野庄街、

三重県水産試験場と本会との共催による潜水士講習会は8月25日-8月28日の

4日間、三重県水産試験場で開催された。その概要は次の通りである。

1.期日口39・8・25-39・8・28(4日間)

2.場所=三重県水産試験場

3.講師 z アサヒ潜水科学研究所

三重県労働基準局安全課長

浜島町立病院長

三重県水産試験場長

4. 講習日程

8. 25 午前

午後

午前

午後

午前

午後

徹

男

男

男

文

重

藤

野

利

芝

4
胃

逮

鹿

甘

高

習講士7)<. j替

開講式

潜水業について、身体検査

送気、潜行及び浮上について。

実技指導(アクアラシグ使用)

高気圧障害について。

実技指導(アクアラング使用)
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8. 28 午前潜水器及び潜水業務に用いる設備についてO

午後関係法規について、国家試験。

5.受講者

入江尉、伊沢邦彦、井上豊、原田進、浜口正、浜口課、大西候彦

大谷勝、大矢喜代松、 )11原由健二、片悶照男、吉凶行光、山村襲、山本

棉郎、 rlJ本幸宏、久保博正、小泉 勝、北村秀策、水谷篤臣、東川俊一、

大塚三男

七尾湾真珠養殖試験むきを行う

石川県七尾湾(北湾)において本年5月以来試験養嫡(七尾湾挿核15万貝、

越年もの移殖10万貝、計25万貝)を実施していたが、 11月17日地元関係者、国

立実珠研究所太凶所長の立会を得て試験むきを行った。その概況は次のとおり

で1らる。

( 1) 試験むきの結果

試験貝l土挿核月別に次のよう任意抽出して行った。

① 七尾湾、 5月挿核。成総不良、脱核不27.5%

② // 6月挿核。成績梢良、脱核率10.0%

@ // 7月挿核。成結良、脱核不15.0%

④ グ 8月挿核。成結良、脱核不10.0%

⑥ 三重賢島、 9~10月挿核古よ[浦で越冬、移摘。成給不良、脱核率22.59長

(2)考察

① 三重県漁場のものに比べ一般的に云って「巻きJの速度は遅く、薄い。

5-6月挿核の原核1. 5- 1. 8の当年採取はもとより昨年 9~10月挿核(1.9 

-2.Dの越年ものの浜拐も困難である。 但し真妹の質はよい。

② 巻きの遅れた原因としては 7月下旬より 9月上旬に至る凡そ40日間29度

以上の高水温(別表参照)が続きこれによる貝の衰弱に義国するものと

忠われる。なおこの対策として深吊りが考えられるが本年は情況不明の

ため吊線などその準備ができなかった。

また、 5月挿核のものの成績が特に官、かったのは母貝仕立を英ご湾に準

じ行い移摘したところ海況がよいため卵を持ちだしたことによるものと

忠われる。

@ 真珠貝の成育はめて良好である。本年間着した稚貝は既に300掛程度
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に成長している。

④ 貝の汚れは少なく、貝掃除は移殖後一回でよく、またワイヤーロープ、

浮樽などの汚れも少い。

⑥ 以上の点から考え、明年は、七尾湾の海況に応じた母貝仕立、高水温対

策などを考慮、し更に試験を続行、その結果を見た上で事業化を考えるべ

きである。

(3) 今後の試験予定

施術員25万貝は一部越冬試験用のものを残し総て避寒のため11月末までに

三重県漁場に輪送ずる。

越冬試験は作業基地前の筏8台分をそのま L残し、明年4月までこの筏に

より次のように越冬試験を行う予定である。

母員、 3.000貝 (3年貝)

稚貝、少々(現地採取)

施術貝 (8月挿核のもの約200貝)

毎日、水温、比重の観測も行う。

なおこの試験の実施に当り全面的な御援助を賜った山勝;真珠株式会社、試

験の担当責任者西尾富哉氏並びに石川県庁、地元漁協関係者に対し紙上より

厚くお礼申しとげます。

七尾湾真珠養殖試験水温、比重表
全真連 39.11.30
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七尾湾真珠養殖試験水温、比重表

比 三重

。灯む 3ηL 

22.5 21.91 21.66 139. 10. 1: 23. 5 
2 22.5 21. 5 22.17 21.91 

3: 22.5 22.5 22.17 22.67 3， 19.5 19.5 23.96 23.96 

422.5 22.5 22. 17 22.67 4 19.5 19.5 23. 96 23.96 

522.0122.5 22.02 23.18 . 5j 19.5 19.5 23.96 幻.96

6 23.0 23. 0 22.80 2280 61 19.0 19.0 23.85 23.85 

7，23.0 23.0 22. 80 I 22.80 71 18.5 18.0 23.73 24.12 

8 23，0 22.5 23.31 22.92 81 18. 5 ! 17. 5 23'73 24.52 

9 23.0 22.5 23.31 22.92 9， 18. 0 : 18. 0 24. 12 24.12 

10. 23.0 22.5 23.81 22.92 10 18.0 i 18.0 24.62 24.12 

nl 23.0 22.5 23. 31 I 22. 92 11i1801M 24.62 23. 73 

12 22.0 22. 5 23. 04 I 22. 92 121 18. 0 1 17. 5 23.61 24.01 

13' 22.0 21.5' 23.55 23.43 13i 17.5 17.0 23.51 23.41 

14 21.5 21.5， 23.43 23.43 11m165 お 41 23.41 

15' 22.5 22.0 23. 69 I 23. 55 151 17. 0 ! 16. 5! 23. 41 23. 31 

16: 17.0 16. 5 I 24.42 16 22.0 21.5 23.55 23.43 24.32 

17 21. 5 2.1.0 23.93 23.93 

181! 21・5 21.0 24.44 24.32 

19. 21. 0 20.5 24.32 23.69 

20 22.0 21.5 23.55 23.43 

21: 21.5 21. 0 23.93 23.82 

221 20.0 20.0 23.07 23.07 

:31 :~・ 0 20.5 24.α8 24.20 

24
1 
20.0 20.0 24.20 24.20 

25
1 
20.0 19.5 24.20 23.96 

26i 20.5 20.0 24.20 24. 58 

2370:! 21.021.0 24.07 24.58 

24.07 24.07 

31! 20. 5 I 20. 0 24.20 24.07 
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一一覚田真珠株式会社の巻

三重県志摩郡志摩町片田浦は、本邦最良の真珠養殖地域とされている英庶湾

内の一角にある。

昭和 8年同地に於いて、党回嘉蔵氏 (党田宴珠株式会社代表取締役)は本格

的に冥珠養殖事業に着手した。遂年その拡充に努め的矢湾、坂手島及び、速く

沖縄本島にまで手を伸ばし事業の拡張を図ると共に、 ネ~I戸布葺合区布引町 2丁

目に哀珠輸出貿易商社を設立し着実に実績をよ(rfていったが、 大東亜戦争勃発

のため、神戸商社は閉鎖の止むなきに至り、さ らに、寧に召集されるに及び、

事業の運営に重大な打撃を被ったが、莫珠養殖技術保存の為、事業の一部を縮

少しながらも真珠養摘を継続し、その対策として牡蝋主主殖設備を増設し食続増

産に力をそそいだe

本社加工士号
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昭和20年 8月、終戦、復員帰郷後いち早く 、片回浦に於いて真珠養殖事業施

設を整備、充実し、度会郡南海村磯浦、吉津村神前浦及び、島津村方座浦、桃

取村桃取浦に各々漁場を狼得し、漸次拡充を図って来たが、将来冥珠養殖は母

貝不足が来ることを察知し、稚貝養殖の研究を始め、昭和22年、40万貝育成に

成功した。

片田 養 殖 場

昭和23年 6月時流の要諦に応じ、事業経営の合斑化と、養F直技術の高度化促

進を企画し、資本金300万円全額払込の党回養殖立珠株式会社を創立、事業の

一切をこれに移管し、経営、技術スタッフの強化に成功、昭和24年 8月、資本

金100万円全額払込の党回哀珠株式会社を設立し、東京都中央区銀座2丁目に

出張所を設け、その製品は広く欧米各国に輸出され、現在!と至っているが、そ

の後の社歴は次の通りである。

1社歴

昭和23年 6月

党田技殖冥珠株式会社設立

資本金 300万円
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本 社 三重県志摩郡片田村889

支 自 三重県宇治山田市官後町174

東京出張所 東京都中央区銀座2ノ3、泰明ビノレ内

養殖場 三重県志摩郡片凶村

三重県志摩郡桃取村

三重県志摩郡鳥羽町坂手

三重県度会郡吉津村神前

昭和24年 8月

党国養殖真珠株式会社より加工輸出部を分離して、覚田真珠株式会社設立。

資本金 100万円

本 社 三重県宇治山田市宮後町174

加工 場 三重県宇治山田市二俣町118

東京出張所 東京都中央区銀座2ノ3、泰明ビノレ内

昭和27年 3月

党回養嫡真珠株式会社分工場を、三重県志摩郡的矢村、三重県志摩郡国府村

に設置。

昭和27年 4月

九十ト|翼珠有限会社設立、出資金50万円

本 社 熊本県牛深市二浦町亀浦520

養殖場 熊本県牛深市二浦町亀浦

I，t 牛?葉市深海吋白石

// 天率郡河浦町宮の河内船津

11 天草郡新和町小宮地棒の浦

// 本渡市下浦町四所回

// 天草郡;有明町大浦

// 天草郡大矢野町中字杷浦

/1 夫:草郡松島町合津字山見

昭和31年 7月

党回実珠株式会社の本社を、三重県伊勢市本町119の21害地に移転する。

昭和35年12月

オーストラリヤ木曜島に進出、南洋哀珠養殖に着手する。

昭和37年 4月

覚 本社加工場を新社屋に移転する。
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昭和37年12月

:1't 悶真珠株式会社に党間後1[1色真珠株式会社を吸収合併する。 ~r~rt本金800万

円となる。

昭和38年 4月

香川県高松市女木町女木山に養殖場を設置。

2.現況

党回真珠株式会社は!'t珠の養殖、加工、輸出の一口業者であるが、自社養殖

;R珠は全体の35%よりまかなえなく、 大半を外部購入に依存している。

冥珠業界も年々、販路は拡大され、需用も増加1の一途をたどり 、他のめ岸i魚、業

の衰退により転業者

の増加と、既設業者

の設備の拡張による

生産量の激増により

小j豆珠及び中珠は需

要の限界に達したか

の観があり 、大珠真

珠生産への切換は業

者の悲願となってい

るが、資金、漁場、技

術面等、全般的に多

くの問題点があり、

本社もこの点に荒・回

し種々研究を重ね、

大珠冥珠養殖への切

換に成功し、その製

品は欧米市場、ある

いは国内においても

注目されている。 更

に加工部門において

も、研究室を設置し

て、日夜、技術の向

上に努力し、年々信

用も高まり 、販売日
本 社 加工場
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輸出荷も年々上'r{をたどり 、オーストラリヤ;;+:11促島に進出しての、南洋真珠養

殖について も幾多のm~H を来り越え順調なや1 1びを示し、 今後の発展に大いに期

待するものがあります。

オ戸ス ト ラリヤ養殖場

3.機 構

本 社 三重県伊勢市本町119の2番地

東京事務所

神戸事務所

波殖場

東京都中央区銀座2の3、泰明ピル内

兵凶県神戸市生田区東町122、日本真珠会館内

L片岡技殖場三重県志麟f，ji志摩町片田

2.的矢袋殖場三重県志麟fnl磯部町的矢

3.国府後磁場三重県志彫刻l阿児町田府

4.桃取養殖均三重県μ羽市桃取町

5.坂手袋殖場三重県鳥羽市坂手町

6.女木島義殖場香川県高松市女木町女木島

7. TII ，日養殖均三重県度会郡商品l町神前

資本 念 800万円

-72ー
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九十トl真珠有限会社

本 社 熊本県天草郡河浦町崎津小倉1644

養殖場 1.亀滞養殖場熊本県牛深市二浦町亀浦

2.浅海養殖場熊本県牛深市深海町白石

3.宮の河内養嫡場 熊本県天草郡河浦町宮の河内船津

4.二本木養殖場熊本県天草郡新和町小宮地棒の浦

5.下浦養殖場熊本県本渡市下浦町西新国

6.大浦養殖場熊本県天草郡有明 町 大 浦

7.野米養殖場熊本県天草郡大矢野町中字杷浦

8.樋合養殖場熊本県天草郡松島町合津字山見

900万円

350名

代表取締役

取諦役
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編 集 後 コいzzn
 

。皆様のお手元に、第3巻、第3号を'l;)送りいた

します0

0浜揚νーズンも最盛期に入り、ラ l亡な毎日を送っていることと思

います。

今回は富士真珠の青木氏より、 “カケダマ"の出現状態、出現防

止等についての，，1問文を寄稿していただきました。

又、ほ貝組合より、三度目の寄生虫駆除の実験データーをいただ

き、濃塩水による駆除につい各[J混解していただけると思います。

皆様もぜひやって見て下さい。

。研究会報の編集部、いつも原稿不足になやんでいます。皆誌の日

頃感、じた疑問とか、 「私はこの様に~をしているjとか、何んで

もかまいませんからどんどん御投稿下さい。来年もより充実した

より役立つ会報をおとどけするつもりでおります故、一層の御協

力をお願いして1964年の筆を置きます。

よいお年をお迎え下さい。

昭和39年 12月15日発行

第3巻第3号会報

(通巻第48号)

三葉県伊勢市岩淵町84番地ノ2

真珠会館内

発行所全国真珠養殖漁業協同組合連合会
電話f伊勢局代表〕③4147番

編集責任者浜 本 忠 史

三重県伊勢市岩淵町140
印刷所

神都印刷株 式会社
電話(伊勢局)③2230番
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